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FOREWARD 

In October, 1992, I published a memoir book "The Mystery of 
Severe Storms", a 298-page hardcover book printed in color. 
Since then, I received numerous requests on translating some 
of my personal research stories into Japanese. Translated and 
elaborated in this ADDENDUM are my unusual research 
experiences both in Japan and the United States. They are: 

Chapter 1. 

Chapter 2. 

Chapter 3. 

Born in Kokura and grew up In Kyushu 
(Boyhood to faculty years) 

Uncovering Mysteries of U.S. Tornadoes 
(Looking up, flying around, and looking 
down the tornado cloud) 

Discovery·of Downburst 
(New definition of Microburst and 
Macroburst) 

In assisting my inadequate command of Japanese characters, 
my brother, Sekiya Fujita at my birthplace in Kitakyushu City, 
Japan edited my initial manuscript and FAXed the camera­
ready text to me, page by page. Without his dedicated 
assistance, this addendum could never have been completed. 

Approximately 2000 complementary copies are printed for 
presentation to those agencies and individuals who rendered 
assistance to my research effort in both the United States and 
Japan. 

July, 1996 
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With appreciation, 

Tetsuya T. Fujita 
Professor Emeritus 
University of Chicago 



第
一
章

小
倉
生
ま
れ
で
九
州
育
ち

ー
少
年
時
代

私
の
出
生
地
は
、
現
在
の
北
九
州
市
小
倉
南
区
、
北
九
州
空
港
の
南
約
一
キ
ロ
に

あ
る
静
か
な
村
、
中
曽
根
。
私
が
生
ま
れ
た
の
は
一
九
二

O
年
で
、
そ
の
頃
、
中
曽

根
の
人
口
は
約
千
人
だ
っ
た
。

い
ま
考
え
て
み
る
と
、
中
曽
根
の
環
境
は
、
少
年
時
代
の
私
が
、
自
然
に
親
し
み

な
が
ら
科
、
学
の
勉
強
を
す
る
の
に
理
想
的
で
あ
っ
た
。
村
の
南
西
に
は
貫
山
の
雄
姿

が
そ
び
え
、
山
の
麓
ま
で
水
田
が
続
い
て
い
た
（
一
図
）
。
私
は
小
学
校
の
先
生
を

し
て
い
た
父
に
つ
れ
ら
れ
て
、
梅
雨
明
け
の
田
植
え
、
夏
の
閏
の
草
取
り
、
ま
た
秋

の
刈
り
入
れ
を
見
な
が
ら
、
貫
山
ま
で
何
度
も
歩
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

4 



1図 中曽根の南西にそびえる標高71 2 ro 
の貫山（ぬきさん）。

2図 中曽根藤田家の上空50 0 lnのヘリか

ら写した沖堤（おきどて）と間島（ましま）。
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中
曽
根
の
東
ニ
キ
ロ
に
は
、
瀬
戸
内
海
に
面
し
て
、
長
々
と
連
な
る
沖
混
（
お
き

ど
て
〉
が
あ
る
。
満
潮
の
時
に
は
、
海
水
が
押
し
ょ
せ
、
堤
防
に
く
だ
け
る
大
波
、

小
波
を
見
て
楽
し
ん
だ
。
潮
が
引
く
と
、
二
キ
ロ
の
沖
ま
で
つ
づ
く
広
大
な
干
潟
が

出
来
る
の
で
、
父
と
私
は
堤
防
を
下
り
て
干
潟
を
渡
り
、
二
キ
ロ
沖
の
無
人
烏
、
間

島
ま
で
遠
征
す
る
。
や
が
て
海
水
が
じ
わ
じ
わ
と
沖
堤
に
向
か
っ
て
押
し
寄
せ
て
来

る
の
で
、
父
と
私
は
小
走
り
に
、
細
長
い
砂
丘
を
通
っ
て
沖
堤
に
一
戻
っ
て
く
る
（
二

図
）
。
父
が
数
年
前
に
、
潮
に
取
り
巻
か
れ
て
、
通
り
が
か
．り
の
舟
に
助
け
ら
れ
た

こ
と
が
あ
っ
た
と
話
し
て
く
れ
た
。

そ
ん
な
、
き
わ
ど
い
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
時
、
潮
の
満
ち
引
き
は
、
月
と
太

陽
の
引
力
で
起
こ
る
事
を
父
に
教
わ
っ
て
、
引
力
と
は
す
ご
い
カ
だ
と
感
心
し
た
。

そ
の
頃
か
ら
、
少
年
の
私
は
天
文
学
に
興
味
を
持
ち
、
月
の
形
の
変
化
に
’注
意
す
る

よ
う
に
怠
っ
た
。
ま
た
眼
鏡
の
レ
ン
ズ
を
使
っ
て
望
遠
鏡
を
作
り
、
太
陽
の
黒
点
の

ス
ケ
ッ
チ
を
し
、
太
陽
も
地
球
の
よ
う
に
自
転
し
て
い
る
事
を
知
っ
た
。

一
九
三
九
年
、
わ
た
し
が
一
八
歳
の
年
は
多
忙
で
あ
っ
た
。
年
が
明
け
て
問
も
な

い
一
月
一
七
日
の
朝
早
く
、
父
が
亡
く
な
り
、
「
哲
也
」
、
「
哲
也
』
と
可
愛
が
つ

6 



て
、
沖
堤
か
ら
ら
干
潟
を
渡
っ
て
間
島
へ
、
ま
た
私
の
大
好
き
な
貫
山
に
連
れ
て
い

っ
て
く
れ
た
人
は
ぺ
も
う
い
な
い
。
目
を
閉
じ
れ
ば
涙
が
こ
み
上
げ
て
き
て
、
さ
み

し
か
っ
た
。
そ
の
時
、
私
は
一
八
才
、
ま
だ
小
学
生
の
一
二
才
の
妹
と
一

O
才
の
弟

に
、
こ
れ
か
ら
兄
弟
が
カ
を
合
わ
せ
て
、
藤
田
家
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
話
し
合
っ
た
。

そ
れ
か
ら
約
二
ヶ
月
後
の
三
月
二
五
日
は
小
倉
中
学
の
卒
業
式
。
私
は
、
同
校
で

初
め
て
の
理
科
貨
を
受
賞
し
た
。
帰
宅
後
、
「
お
父
さ
ん
、
哲
也
は
・
・
・
」
と
何

度
も
呼
び
か
け
た
が
返
事
は
な
か
っ
た
。
母
と
賞
状
を
手
に
墓
参
り
を
し
て
、
無
一
宮

の
父
と
対
面
。
そ
の
時
哲
也
は
き
っ
と
科
学
者
に
な
り
ま
す
と
誓
っ
た
。

卒
業
式
が
す
ん
で
三
日
目
、
三
月
二
八
自
の
朝
、
裏
の
た
ん
ぽ
か
ら
、
貰
山
を
見

上
げ
な
が
ら
思
っ
た
。
「
父
に
連
れ
ら
れ
て
、
山
頂
ま
で
は
何
度
も
行
っ
た
が
、
山

の
向
こ
う
に
は
な
に
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
。
一
人
で
行
く
に
は
距
離
も
遠
い

し
、
ち
ょ
っ
と
心
配
な
の
で
、
近
所
に
住
む
年
下
の
戸
田
雅
之
君
を
さ
そ
い
、
二
人

で
貫
山
の
裏
側
を
探
検
す
る
た
め
、
中
曽
根
を
出
発
し
た
。

父
に
教
わ
っ
た
通
り
、
貫
山
は
花
岡
岩
の
山
、
山
頂
の
木
に
よ
じ
登
っ
て
南
方
を

見
渡
す
と
、
そ
こ
に
は
大
穴
と
呼
ば
れ
る
、
直
後
一
キ
ロ
、
深
さ
二
百
メ
ー
ト
ル
程

ア
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3図 藤田哲也と戸田雅之が 19 3 9 （昭14) 

3月28日に発見した藤戸鍾乳洞の平面図。
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4図 1 9 8 9年（昭64) 6月、哲也が里

帰りしてヘリから撮った、藤戸洞付近の険

しい地形と原生林。最近出来た林道が鍾乳

洞の下の谷閉までのびていて、洞まで行き

やすくなり、破損と落書きが増えている。
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の
寝
地
が
あ
り
、
穴
の
斜
面
も
底
も
、
昼
で
も
暗
い
原
生
林
に
覆
わ
れ
て
い
た
。
大

穴
の
後
方
に
は
、
広
大
な
平
尾
台
の
石
灰
岩
台
地
が
見
え
、
大
穴
の
南
半
分
は
石
灰

岩
、
北
半
分
は
花
商
岩
で
出
来
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
時
、
私
は
す
で
に

地
質
学
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
。

年
上
の
私
が
、
「
花
開
岩
と
右
灰
岩
の
境
界
近
く
に
鍾
乳
洞
が
あ
り
そ
う
だ
」
と

言
う
と
芦
田
君
は
う
な
づ
い
て
「
行
っ
て
み
よ
う
」
と
答
え
、
二
人
は
や
が
て
暗
い

原
生
林
の
中
を
南
に
向
か
っ
て
前
進
、
五
、
六
百
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
所
で
、
巨
大
な

石
灰
岩
の
墜
に
は
ば
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
気
が
つ
い
た
時
に
は
、
若
い
二
人
は
、
そ

の
壁
を
約
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
登
っ
て
い
た
。
も
う
お
そ
い
か
ら
引
っ
返
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
た
と
き
、
突
知
、
自
の
前
に
現
れ
た
の
は
幅
二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
石
灰
岩
の
割
れ
目
。
そ
の
奥
に
は
未
知
の
洞
窟
が
あ
り
、
数
匹

の
こ
う
も
り
が
飛
び
交
っ
て
い
た
。
や
が
て
あ
た
り
が
暗
く
な
り
は
じ
め
た
の
で
、

発
見
し
た
洞
窟
の
位
置
を
記
憶
し
て
、
大
急
ぎ
．で
貫
山
の
北
西
の
斜
面
を
通
っ
て
下

山
。
帰
り
着
い
た
時
、
日
は
と
っ
ぷ
り
暮
れ
、
村
人
は
心
配
し
な
が
ら
、
二
人
の
帰

宅
を
待
ち
わ
び
て
い
た
。
『
私
た
ち
は
、
新
し
い
鍾
乳
洞
を
発
見
し
た
の
だ
。
」
と
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い
っ
て
も
誰
一
入
信
用
し
て
く
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
翌
日
、
新
じ
い
鍾
乳
洞
を
、
藤

田
と
戸
田
を
組
み
合
わ
せ
て
、
藤
戸
洞
と
名
付
け
、
三
月
コ
二
日
に
測
量
し
た
見
取

図
（
三
図
）
を
つ
け
て
、
役
所
に
報
告
し
た
。
一
九
八
九
年
六
月
、
里
帰
り
し
た
時
、

毎
日
新
聞
社
の
好
意
で
ヘ
リ
を
一
時
間
借
り
て
、
北
九
州
各
地
の
航
空
写
真
を
撮
っ

た
。
空
か
ら
見
た
藤
戸
洞
付
近
（
四
図
）
は
原
生
林
に
覆
・わ
れ
、
大
穴
の
底
の
植
林

地
へ
は
林
道
が
で
き
、
今
で
は
、
比
較
的
楽
に
藤
戸
洞
に
行
け
る
ら
し
い
。

私
の
八
才
下
の
弟
碩
也
は
、
洞
窟
発
見
の
直
後
か
ら
何
度
も
藤
戸
洞
を
訪
れ
、
内

部
が
次
々
に
変
わ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
洞
内
の
水
は
乾
期
に
は
干
上
が
っ
て
全
く

な
い
が
、
雨
期
に
は
洞
全
体
が
水
没
。
そ
の
変
化
と
と
も
に
、
洞
内
の
こ
う
も
り
の

数
が
変
化
し
、
藤
戸
洞
が
生
き
て
い
る
こ
と
を
再
発
見
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
観
光

客
の
増
加
と
と
も
に
、
落
書
き
が
増
え
、
内
部
が
荒
ち
さ
れ
て
、
発
見
時
の
鍾
乳
洞

の
美
し
さ
が
年
々
失
わ
れ
て
い
る
ら
し
い
。

父
が
四
六
才
の
若
さ
で
他
界
し
た
た
め
、
藤
田
家
全
員
が
写
っ
て
い
る
写
真
は
、
．

唯
一
枚
（
五
図
）
だ
け
。
そ
れ
は
、
一
九
三
四
年
に
写
し
た
写
真
で
、
父
は
四
二
才
、

母
三
二
才
、
祖
母
六
三
才
が
最
年
長
者
。
私
哲
也
が
一
回
才
、
弟
碩
也
六
才
、
ま
た

11 



5図 1 9 3 4年（昭9）に撮った家族写真

後列右から・・哲也14才、母よしえ32 

才、祖母（父の母） 6 3才。

前列右から・・碩也6才、父友次郎42才、

妹関子8才o
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妹
関
子
（
し
ず
こ
）
八
才
の
六
人
家
族
で
あ
っ
た
。

不
幸
に
も
肉
親
ど
も
短
命
で
、
父
が
亡
く
な
っ
て
二
年
後
、
母
は
三
九
才
で
父
の

後
を
追
っ
て
他
界
し
て
し
ま
っ
た
。
両
親
を
失
っ
た
後
、
勝
国
家
の
家
計
は
苦
し
く
、

私
が
教
授
の
研
究
助
手
を
し
た
り
、
ま
た
何
人
か
の
家
庭
教
師
を
し
て
、
何
と
か
生

活
し
て
き
た
。

2 

地
質
、学
の
教
授
に
師
事
し
て
地
形
図
を
習
う

や
が
て
明
専
（
明
治
専
門
学
校
）
の
機
械
科
の
学
生
で
あ
っ
た
私
は
、
地
質
学
の

松
本
唯
一
一
教
授
に
師
事
し
、
教
授
の
地
質
旅
行
に
同
行
。
山
に
登
り
、
谷
を
め
ぐ
り

な
が
ら
、
地
図
の
見
方
や
作
り
方
を
教
わ
っ
た
。
そ
の
時
、
驚
い
た
の
は
、
教
授
は

地
図
を
見
な
が
ら
歩
く
の
で
は
な
く
、
地
図
の
誤
り
を
訂
返
し
な
が
ら
、
地
質
調
査

を
し
て
い
る
と
と
だ
っ
た
。
学
生
の
私
に
も
、
少
し
ず
つ
、
地
形
の
美
し
さ
が
わ
か

り
、
教
授
の
学
位
論
文
に
引
用
さ
れ
た
、
阿
蘇
や
姶
良
カ
ル
デ
ラ
の
立
体
図
を
、
一

九
四

O
年
私
が
ニ

O
才
の
時
完
成
し
た
（
六
図
）
。

13 



6図哲也が20才の時、 .19 4 0年

（昭 15）に描いた立体図、上から・・阿蘇、

姶良と阿多カノレデ、ラ。 5万分の 1地形図を
立体化したもの。
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小
倉
の
片
田
舎
に
生
ま
れ
、
井
の
中
の
娃
で
あ
っ
た
私
の
視
野
が
、
九
州
全
土
に

広
が
り
、
久
住
山
、
阿
蘇
山
、
霧
島
山
、
桜
島
等
に
毎
年
登
り
、
大
自
然
を
舞
台
に

地
形
学
の
研
究
を
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
五
方
分
の

一
の
地
形
図
を
見
る
と
、

山
や
谷
が
地
図
の
よ
に
浮
き
上
が
っ
て
立
体
的
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
碩
也

は
地
質
旅
行
に
は
同
行
し
な
か
っ
た
が
、
私
が
地
図
を
広
げ
て
勉
強
し
て
い
る
の
を

見
習
っ
て
地
形
学
や
地
質
学
に
興
味
を
持
ち
始
め
、
藤
田
兄
弟
が
そ
ろ
っ
て
松
本

教
授
を
噂
敬
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

私
は
一
九
四
三
年
、
戦
時
中
に
明
専
機
械
工
学
科
を
卒
業
し
、
物
理
学
教
室
の
研

究
助
手
を
一
ヶ
月
勤
め
た
後
、
当
時
の
文
部
教
官
、
助
教
授
に
任
命
さ
れ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
学
校
に
は
予
算
も
設
備
も
な
く
、
文
部
省
か
ら
わ
ず
か
な
個
人
研
究
費

を
支
給
さ
れ
て
地
学
を
研
究
し
た
。

一
九
四
六
年
に
桜
島
が
大
噴
火
し
た
時
、
学
生
、
助
手
と
と
も
に
、
鹿
児
島
か
ら

桜
島
南
部
に
上
陸
。
噴
火
の
様
子
や
溶
岩
流
の
動
き
を
・
夜
間
撮
影
し
た
が
（
七
図
）
、

そ
れ
は
か
な
り
危
険
な
撮
影
だ
っ
た
。
当
時
、
助
教
授
の
月
給
は
六
六

O
円
、
一
ド

ル
一
五
円
時
代
。
私
の
月
給
は
わ
ず
か
四
四
ド
ル
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
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7図 1 9 4 6年（昭21）桜島南岳の噴火

と動く溶岩流の夜間写真。護参加した方々は、

大高猛氏、 JII口博氏、櫛田薫氏、
吉田正人氏

16 



3 

長
崎
と
広
島
の
原
爆
被
害
調
査

一
九
四
五
年
八
月
九
日
、
長
崎
市
の
浦
上
上
空
で
原
子
爆
弾
が
爆
発
。
そ
の
約
三

週
間
後
、
数
人
の
教
授
と
学
生
が
現
地
に
行
き
、
放
射
線
と
爆
風
を
伴
う
原
爆
の
威

力
を
調
査
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
は
物
理
学
の
助
教
授
と
し
て
志
願
。
小
倉
か
ら

身
動
き
も
出
来
ず
、
ト
イ
レ
に
も
行
け
な
い
満
員
列
車
で
浦
上
へ
。

到
着
し
て
み
る
と
駅
は
消
え
て
、
見
え
る
の
は
駅
員
と
人
垣
ば
か
り
。
「
も
の
す

ご
い
」
が
我
々
の
第
一
戸
だ
っ
た
。
そ
の
後
三
日
間
、
夏
の
炎
天
下
の
調
査
で
、
爆

発
高
度
を
地
上
主
二

0
メ
ー
ト
ル
と
計
算
。
直
下
地
点
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゼ
ロ
）
周

辺
の
木
の
倒
れ
方
を
細
か
く
絢
査
。
ゼ
ロ
一地
点
で
は
、
木
は
直
立
し
て
い
た
が
、
ど

の
木
も
真
っ
黒
く
炭
化
し
て
い
た
。
ゼ
ロ
地
点
か
ら
三

0
0メ
ー
ト
ル
ま
で
の
木
は
、

外
向
き
に
放
射
状
に
傾
い
た
り
倒
れ
た
り
し
て
い
た
（
八
図
〉
，
水
平
方
向
の
破
壊

カ
が
最
も
強
か
っ
た
の
は
、
三

0
0メ
ー
ト
ル
か
ら
七

0
0メ
ー
ト
ル
位
。
そ
こ
で

は
鉄
柱
は
押
し
曲
げ
ら
れ
ず
に
根
本
か
ら
引
き
ち
ぎ
ら
れ
た
よ
う
に
折
れ
て
い
た
e

17 



8図 長崎原爆により倒れた樹木の方向。
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9図 浦上天主堂の被害。哲也が壊れている

壁によじ登って撮影。
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放
射
線
で
焼
け
、
爆
風
で
壊
れ
た
浦
上
天
主
堂
の
一
部
に
よ
じ
登
っ
て
、
見
る
影

も
な
い
浦
上
の
町
を
眺
め
、
天
主
堂
の
写
真
を
写
し
た
〈
九
図
）
。

そ
の
後
、
山
の
斜
面
を
歩
く
と
、
焼
け
残
っ
た
立
木
の
下
か
ら
、
グ
リ
l
ス
状
の
液

体
が
流
れ
出
し
、
そ
の
原
点
に
は
、
息
絶
え
た
人
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。
原
爆
の
放

射
線
で
焼
か
れ
、
森
の
中
へ
と
移
動
中
に
力
つ
き
た
の
だ
ろ
う
。
一
体
ご
と
に
合
掌

を
し
て
冥
福
を
祈
り
、
下
山
し
た
。

帰
宅
し
て
約
二
週
間
後
、
次
の
調
査
団
の
一
員
と
し
て
広
島
へ
行
っ
た
が
、
原
爆

後
、
一
ヶ
月
半
も
た
つ
て
い
た
の
で
、
長
崎
の
よ
う
な
、
生
々
し
い
被
害
は
残
っ
て

い
な
か
っ
た
。
私
が
計
算
し
た
爆
発
高
度
は
、
地
上
五
三

0
メ
ー
ト
ル
。
鉄
柱
の
倒

れ
具
合
か
ら
措
定
し
た
原
爆
の
カ
は
、
長
崎
の
方
は
約
二

O
パ
ー
セ
ン
ト
強
カ
で
あ

っ
た
。後
日
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
広
島
は
ウ
ラ
ン
、
長
崎
は
プ
ル
ト
エ
ウ
ム
原
爆
で
あ
っ
た

と
知
ち
さ
れ
た
。
強
さ
の
差
が
現
地
調
査
で
す
ぐ
わ
か
る
ほ
ど
、
プ
ル
ト
エ
ウ
ム
原

爆
は
強
力
で
あ
っ
た
。
ガ
イ
ガ
i
・
カ
ウ
ン
タ
ー
も
持
た
な
い
で
、
被
害
地
し
か
も

長
崎
と
広
島
を
訪
れ
た
私
は
、
無
知
で
あ
り
ま
た
無
謀
で
も
あ
っ
た
。
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も
ち
ろ
ん
、
爆
心
地
で
は
、
地
問
か
ら
の
放
射
線
を
さ
け
る
た
め
、
た
ち
続
け
、
絶

対
に
腰
を
下
ろ
さ
な
か
っ
た
が
、
天
主
堂
の
壁
に
よ
じ
登
っ
た
の
が
今
で
も
気
に
な

る
。
今
年
は
、
一
九
九
六
年
、
爆
心
地
を
訪
れ
て
か
ら
五
一
年
目
。
今
の
と
こ
ろ
・私

は
原
爆
病
に
は
か
か
っ
て
い
な
い
ら
し
い
。

4 

背
振
山
頂
の
雷
の
お
か
げ
で
シ
カ
ゴ
大
学
教
授
に
な
る

私
は
、
シ
カ
ゴ
大
学
の
バ
イ
ヤ
ー
ス
教
授
か
ら
、
原
爆
と
は
何
の
関
係
も
な
く
、

「
君
は
航
安
気
象
学
に
関
す
る
、
重
要
な
発
見
を
し
て
い
る
の
で
招
待
し
た
い
。
」

と
言
う
手
紙
が
来
た
の
で
一
九
五
三
年
に
渡
米
し
た
。

私
が
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
、
そ
の
発
見
と
は
、
一
九
四
七
年
八
月
二
四
日
、
福

岡
県
と
佐
賀
県
の
県
境
に
そ
び
え
る
背
振
山
頂
測
候
所
の
観
袋
小
屋
の
中
。
所
長
の

大
谷
和
夫
氏
、
私
と
助
手
の
三
人
が
、
南
西
か
ら
山
に
綾
近
中
の
強
い
雷
雲
を
待
っ

て
い
た
。
や
が
て
雷
雲
が
山
頂
上
空
に
達
す
る
と
、
二

0
メ
ー
ト
ル
以
上
の
強
風
が

吹
き
、
気
圧
は
狂
っ
た
よ
う
に
変
動
し
た
。
幸
い
、
小
屋
、の
壁
か
ら
雨
が
入
っ
た
だ

21 
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1 0図 1 9 4 7年（昭22）背振山頂で観

測した雷雲の断面図。アメリカでは空軍の

研究としてプロリダ州とオハイオ州で雷雨

の研究を 19 4 7～'4 8に行い、研究主任
のパイヤース教授が19 4 9年6月に、

雷雲の下部に下降気流があることを発表し

たばかりだったの当時のお金で2百万ドル

使ったそうだが、九州の無名の藤田が 10 

0ドル足らずの研究費で全く同じ下降気流
を発見しているのに驚いたらしい。
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け
で
、
小
屋
に
被
害
は
な
く
、
風
と
気
圧
の
変
化
を
自
記
許
が
完
全
に
記
録
し
た
。

雷
雨
中
に
気
象
デ
ー
タ
が
完
全
に
と
れ
た
の
は
、
大
谷
所
長
の
長
年
に
わ
た
る
整

備
と
努
力
の
お
か
げ
だ
っ
た
。

そ
の
大
谷
所
長
は
一
九
七
一
年
〈
昭
和
四
六
年
）
九
月
八
目
、
五

O
才
の
若
さ
で

他
界
さ
れ
、
氏
の
人
望
を
し
の
ん
で
、
多
数
の
追
慕
の
手
紙
が
寄
せ
ら
れ
た
。
一

九
八
五
年
に
、
妻
の
大
谷
豊
子
さ
ん
が
ご
主
人
の
思
い
出
を
「
背
振
嶺
の
夜
明
け
」

と
題
し
て
、
自
費
出
版
さ
れ
た
。
私
の
雷
雨
研
究
が
成
功
し
た
の
も
、
大
谷
和
夫
氏

の
た
ま
も
の
。
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

背
振
山
の
雷
雨
の
デ
ー
タ
を
、
明
専
に
持
ち
帰
っ
て
、
細
か
く
分
析
し
た
結
果
、

上
昇
気
流
に
押
し
上
げ
ら
れ
て
、
空
高
く
発
達
し
た
醤
震
の
下
部
、
ほ
ぽ
背
振
山
頂

の
高
さ
に
、
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
下
降
気
流
が
あ
る
と
い
う
結
論
を
だ
し
、

雷
雲
の
断
面
図
を
実
績
で
書
き
（
一

O
図
）
、
シ
カ
ゴ
大
学
に
自
己
紹
介
を
つ
け
て

郵
送
し
た
。
や
が
て
バ
イ
ヤ
ー
ス
教
授
か
ら
、
明
専
の
藤
田
哲
也
博
士
宛
に
、
思
い

が
け
な
い
招
待
状
が
来
た
が
、
教
授
は
私
が
博
士
号
を
持
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た

ら
し
い
。
早
速
、
私
は
『
ま
だ
ミ
只
タ
！
で
ド
ク
タ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
返
事
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を
出
す
と
、
「
ド
ク
タ
ー
に
な
っ
て
シ
カ
ゴ
に
来
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
日
ま
で
待
っ

て
い
ま
す
」
と
の
あ
り
が
た
い
返
事
。
す
で
に
東
大
の
正
野
重
方
教
授
に
学
位
論
文

を
提
出
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
論
文
が
教
授
会
で
パ
ス
す
る
の
を
待
っ
て
、
一
九
五

三
年
の
八
月
八
日
、
パ
ン
ア
メ
リ
カ
ン
機
の
一
等
（
当
時
は
一
一
等
し
か
な
か
っ
た
）

で
片
道
六
五

0
ド
ル
払
っ
て
、
ウ
ェ
イ
キ
島
、
ホ
ノ
ル
ル
経
由
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
着
。
そ
の
後
三
目
の
汽
車
の
旅
で
大
陸
横
断
。
八
月
十
二
日
正
午
に
シ
カ
ゴ
着
。

ホ
！
ム
で
、
バ
イ
ヤ
ー
ス
教
授
の
秘
書
に
迎
え
ら
れ
て
、
シ
カ
ゴ
大
学
へ
。
英
語
し

か
使
え
な
い
私
の
ア
メ
リ
カ
生
活
、
が
始
ま
っ
た
。

合
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
着
い
た
時
、
外
貨
が
二
五
ド
ル
し
か
な
く
て
困
っ
た
。

宿
泊
し
た
草
野
ホ
テ
ル
の
支
記
入
が
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
こ

0
ド
ル
出
し
て
借
用
証
書

無
し
で
貸
し
て
く
れ
、
「
シ
カ
ゴ
で
お
金
が
入
っ
た
ら
返
し
な
さ
い
。
オ
ゲ
ン
キ
デ
」

と
言
わ
れ
、
目
系
人
の
親
切
が
身
に
し
み
た
。
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第
二
章

渡
米
し
て
た
つ
ま
き
の
神
秘
に
挑
戦

ー
も
の
す
ご
い
ア
メ
リ
カ
の
た
つ
ま
き
と
藤
田
ス
ケ
ー
ル

ア
メ
リ
カ
に
は
毎
年
数
百
個
の
た
つ
ま
き
が
起
こ
る
が
、
多
い
年
に
は
千
個
以
上
、

そ
れ
は
全
世
界
の
た
つ
ま
き
数
の
約
七
五
%
に
当
た
り
、
圧
倒
的
な
、
た
つ
主
・き
発

生
国
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
恐
ろ
し
い
も
の
を
順
に
、
地
震
・
雷
・
火
事
・
親
父
と

言
う
が
、
ア
メ
リ
カ
で
た
つ
ま
き
が
来
る
時
、
泣
く
子
も
黙
る
く
ら
い
、
人
々
は
お

そ
れ
お
の
の
き
、
安
全
な
場
所
へ
と
避
難
す
る
。
恐
ろ
し
い
も
の
の
順
位
は
、
む
し

ろ
、
地
震
・
た
つ
ま
き
・
雷
・
親
父
と
思
わ
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
た
つ
ま
き
を
ト
ル
ネ
！
ド
と
雷
い
、
渦
の
中
心
付
近
に
は
、
ロ
ー

ト
震
が
見
え
る
（
1
図
〉
。
巨
大
な
た
つ
ま
き
の
渦
は
、
砂
ぼ
こ
り
に
取
り
巻
か
れ

て
い
る
の
で
、
ロ
ー
ト
震
が
見
え
な
い
こ
と
が
多
い
。
た
つ
衷
き
の
渦
に
は
、
屋
上

25 



1図 ノ｝スダコタ州オスナプロックで写し
た弱いたつまきのロ｝ト震19 7 8年 7月

24目、場所はアメリカとカナダの国境の

南約40キローこのたつまきは次第に発達
して、ハイウェイを横切り、アスフアルト

の一部を吹き飛ばした。
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の
ア
ン
テ
ナ
を
倒
す
程
度
の
弱
い
も
の
も
あ
れ
ば
、
大
型
車
を
軽
々
と
持
ち
上
げ
、

く
る
く
る
回
転
さ
せ
な
が
ら
放
り
出
す
よ
う
な
超
能
力
の
持
ち
主
も
あ
る
。

日
本
で
は
地
震
の
強
さ
を
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
リ
ヒ
タ
！
・
ス

ケ
ー
ル
で
表
わ
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
た
つ
ま
き
は
、
発
生
数
を
数
え
る
だ
け
で
、
強

さ
を
全
く
無
視
し
て
い
た
。
そ
れ
に
気
づ
い
て
、
私
は
、
一
九
七
一
年
（
昭
和
四
六

年
）
に
藤
田
ス
ケ
ー
ル
を
作
り
、
数
年
間
テ
ス
ト
し
た
。
今
で
は
、
ア
メ
リ
カ
、
日

本
、
カ
ナ
ダ
等
の
各
国
で
使
わ
れ
、
た
つ
ま
き
以
外
の
強
風
、
例
え
ば
台
風
の
局
地

的
被
害
の
判
定
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

藤
田
ス
ケ
ー
ル
「

F
ス
ケ
ー
ル
｝

「

F
O
』
秒
速
一
七

i
三
二
メ
ー
ト
ル
（
軽
度
の
被
害
）

煙
突
や
テ
レ
ピ
の
ア
ン
テ
ナ
が
疲
れ
る
。
小
枝
が
折
れ
、

風
に
押
さ
れ
傾
く
こ
と
が
あ
る
。

根
の
浅
い
木
が

27 



2図 藤田スケ｝ノレの被害写真。上はF2で

屋根が飛んでいるが墜は残っている。下は

F4で屋根も壁もないが嬢れたものは残っ

ている。 F5だと残るのは家の土台だけ。
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『

F
1
」
秒
速
三
三

i
四
九
メ
ー
ト
ル
（
中
程
度
の
被
害
）

屋
根
瓦
が
飛
び
、
ガ
ラ
ス
窓
が
割
れ
る
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
被
害
甚
大
。

走
行
中
の
車
が
横
風
を
受
け
て
、
道
か
ら
吹
き
落
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

『

F
2
』
秒
速
五

0
1六
九
メ
ー
ト
ル
（
か
な
り
の
被
害
）
（
二
図
上
）

住
家
の
屋
根
が
は
ぎ
と
ら
れ
、
弱
い
非
住
家
は
倒
壊
す
る
。
大
木
が
倒
れ
車

が
道
か
ら
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
列
車
が
脱
線
す
る
こ
と
が
あ
る
。

29 

［

F
3
」
秒
速
七

0
1九
二
メ
ー
ト
ル
（
激
し
い
被
害
）

壁
が
押
し
倒
さ
れ
、
鉄
骨
づ
〈
り
が
つ
ぶ
れ
る
。
列
車
が
転
覆
し
、
大
木
が

娘
こ
そ
ぎ
に
な
る
こ
と
が
あ
る
、
ミ
ス
テ
リ
ー
が
起
こ
り
は
じ
め
る
。

［

F
4
」
秒
速
九
三

1
一
一
六
メ
ー
ト
ル

i
（
荒
廃
的
被
害
〉
（
ニ
図
下
）

住
家
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
飛
散
、
弱
い
非
住
家
は
跡
形
も
な
く
吹
き
飛
び
、

4

ト
ン
以
上
も
あ
る
物
体
が
降
っ
て
き
て
、
ミ
ス
テ
リ
ー
が
起
こ
る



「

F
5
」
秒
速
一
一
七

1
一
四
二
メ
ー
ト
ル
〈
信
じ
ら
れ
な
い
被
害
）

人
家
が
跡
形
も
な
く
吹
き
飛
び
、
立
木
の
皮
が
は
ぎ
と
ら
れ
、
車
や
列
車
が

飛
ば
さ
れ
数
ト
v
d

も
あ
る
物
体
が
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
降
っ
て
く
る
。

「
F
6
」
秒
速
一
四
三
i
一七

0
メ
ー
ト
ル
〈
想
像
を
絶
す
る
被
害
）

『

F
4
」
以
上
は
日
本
で
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
「
F
6
」
は
最

近
オ
ク
ラ
ホ
l
マ
州
の
小
型
ド
プ
ラ
i
で
測
定
さ
れ
た
ら
し
い
。
た
だ
し
F

ス
ケ
ー
ル
の
最
高
は
「
F
1
2
」
で
秒
速
一
二
三

0
1三
六
主
メ
ー
ト
ル
。
そ

ん
な
強
風
は
地
球
上
に
は
存
在
し
な
い
。
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大
た
つ
ま
き
の
中
に
隠
れ
て
い
る
子
た
つ
定
・
き

「
大
た
つ
ま
き
の
中
に
は
子
た
つ
ま
き
が
隠
れ
て
い
て
、
メ
リ

i
・ゴ

1
・
ラ
ウ

ン
ド
（
回
転
木
馬
）
の
よ
う
に
く
る
く
る
回
っ
て
い
る
と
私
が
提
唱
し
た
」
．



そ
れ
は
1
9
7
1
年
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
学
会
や
一
般
市
民
も
、
私
の
説
に
は
、
絶
．

対
反
対
。
「
藤
田
が
言
う
よ
う
な
、
子
た
つ
ま
き
を
見
た
ア
メ
リ
カ
人
は
一
人
も
い

な
い
。
大
た
つ
ま
き
は
、
大
き
い
一
つ
の
た
つ
ま
き
（
ラ
！
ジ
・
ワ
ン
・
ト
ル
ネ
！

ド
）
で
子
た
つ
ま
き
説
は
藤
田
の
夢
だ
」
と
反
論
。
私
も
負
け
ず
に
が
ん
ば
っ
た

「
見
た
人
が
い
な
い
か
ら
、
子
た
つ
ま
き
は
無
い
と
は
い
え
な
い
」
と
。
や
が
て
ロ

ー
カ
ル
新
聞
で
た
た
か
れ
、
反
対
電
話
も
か
か
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
私
が
得
を
し

た
の
は
、
色
々
な
人
と
電
話
で
反
論
し
た
お
か
げ
で
、
英
語
で
文
句
が
言
え
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
。

こ
三
で
私
の
夢
が
『
正
夢
」
で
あ
っ
た
理
由
を
説
明
し
よ
う
。
私
は
一
九
六
五
年

頃
か
ら
、
た
つ
衷
き
の
経
路
の
航
空
写
真
を
撮
り
続
け
て
き
た
。
小
さ
い
た
つ
ま
き

の
後
に
は
幅
の
狭
い
線
が
残
っ
て
い
る
が
、
大
き
い
た
つ
ま
き
は
幅
広
い
線
を
残
さ

ず
、
螺
旋
状
の
跡
が
見
え
る
。
（
三
図
）
。
一
九
五
三
年
頃
か
ら
、
螺
旋
の
航
空
写

真
を
撮
っ
た
人
が
あ
る
が
、
そ
の
線
は
、
た
つ
ま
き
に
と
ら
え
ら
れ
て
回
転
す
る
固

形
物
が
、
地
面
を
ひ
っ
か
い
て
出
来
た
も
の
、
と
思
っ
て
い
た
。
で
は
、
螺
旋
の
正

体
は
何
だ
ろ
う
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3図 イリノイ州中部に発生した大たつまき

が残したらせん状のマーク。それは大たつ

まき内の子たつまきが残した線で道路を横

切る時らせんが弱まっているのは、一時的

に子たつまきが消えかけたためと恩われる。
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一
九
六
七
年
四
月
、
シ
カ
ゴ
の
近
く
を
大
た
つ
ま
き
が
通
っ
た
後
、
セ
ス
ナ
か
ら

螺
旋
の
跡
が
見
え
た
。
そ
の
正
体
を
確
か
め
る
た
め
、
先
ず
航
空
写
真
を
撮
っ
て
、

近
く
の
飛
行
場
に
着
陸
。
畑
の
中
を
歩
い
て
、
螺
旋
の
あ
る
場
所
に
近
づ
い
た
。

驚
い
た
こ
と
に
、
そ
の
螺
旋
は
固
形
物
に
引
っ
か
か
れ
た
窪
み
で
は
な
く
、
小
高

い
ゴ
ミ
の
丘
だ
っ
た
。
丘
の
高
さ
は
、
約
一

0
セ
ン
チ
、
幅
は
五

0
セ
ン
チ
位
で

（
四
図
上
〉
、
飛
行
機
か
ら
は
ゴ
ミ
に
は
見
え
ず
、
無
数
の
螺
旋
に
見
え
た
（
四
図

下
）
。私
の
直
感
で
は
、
ゴ
ミ
の
丘
を
作
っ
た
犯
人
は
、
大
た
つ
ま
き
の
中
心
を
旋
回
し

な
が
ら
進
む
子
た
つ
ま
き
。
そ
の
直
径
は
わ
ず
か
数
十
メ
ー
ト
ル
。
中
心
に
は
目
が

あ
る
。
子
た
つ
ま
き
の
渦
は
、
地
上
の
ゴ
ミ
を
、
無
風
状
態
の
目
の
中
に
集
積
す
る

が
、
子
た
つ
ま
き
が
秒
速
数
十
メ
ー
ト
ル
の
速
さ
で
大
た
つ
ま
き
と
と
も
に
移
動
す

る
た
め
、
持
ち
去
れ
ず
、
ゴ
ミ
は
取
り
残
さ
れ
て
、
子
た
つ
ま
き
の
中
心
が
通
っ
た

跡
に
、
螺
旋
状
の
ゴ
ミ
の
丘
が
出
来
る
（
玄
図
上
〉
。

残
さ
れ
た
問
題
は
「
子
た
つ
ま
き
を
見
た
こ
と
の
あ
る
、
ア
メ
リ
カ
人
が
居
る
か
ど

う
か
」
そ
こ
に
天
の
助
け
が
現
れ
た
。
そ
の
人
は
テ
キ
サ
ス
州
に
住
む
、
ス
タ
イ
レ
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4図（上） 1 9 6 7年4月、シカゴ近くを通
った大たつまきが残したアーク上のごみの

丘。高さ約 10センチ幅50センチくらい

のゴミの集まりで、中には鶏の羽もあった。

（下） 3 0 0 mの高度から写したゴミの丘。

丘がらせん状に見えるのは、子たつ主きが

大たつまきの中を旋回しながら高速で移動

したため。
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FUJITA, 1971 

5図（上） 1 9 7 1年に藤田が予言した子た

つまきの想像図。 （下）テキサス州のスタ

イレス氏が 19 7 9年に撫った子たつまき

の写真。藤田の予言を見事に証明した。
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ス
氏
だ
っ
た
。
一
九
七
九
年
四
月
一

O
目
に
、
近
く
を
通
っ
た
、
子
持
ち
の
大
た
つ

ま
き
の
見
事
な
写
真
を
写
し
て
、
シ
カ
ゴ
大
の
私
に
送
っ
て
く
れ
た
〈
五
図
下
）

。

そ
の
写
真
は
見
事
に
私
の
予
言
を
立
鉦
し
、
多
数
の
人
々
が
、
カ
メ
ラ
や
ピ
デ
オ
で

大
た
つ
ま
き
の
写
真
を
写
す
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
七
O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
大
た
つ
ま
き
の
中
に
、
子
た
つ
ま
き
が
ひ

そ
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
つ
ま
り
ほ
と
ん
ど
の
大
た
つ
ま
き
は
子
持
ち
で
あ

っ
た
。
私
は
、
「
心
こ
こ
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
視
れ
ど
も
見
え
ず
」
と
い
う
古
い
諺
を

思
い
出
し
て
、
先
ず
、
一
安
心
。

子
た
つ
ま
き
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
気
象
台
は
、
た
つ
ま
き
対
策
を
大
き
く
変
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
．
た
つ
ま
き
が
通
っ
た
跡
の
大
被
害
が
、
子
た
つ
ま
き
の
通
路
に
集
中
し
て
い

る
こ
と
。
そ
の
理
由
は
、
子
た
つ
ま
き
が
、
親
た
つ
ま
き
よ
り
も
ぬ
早
く
走
り
な
が

ら
渦
巻
く
た
め
。
走
る
早
さ
は
親
が
ニ

O

R
子
ほ
四
O
mが
普
通
λ
秒
速
）

ニ
．
大
た
つ
ま
き
の
来
る
方
向
は
、
す
ぐ
分
か
る
が
、
く
る
く
る
と
旋
回
し
な
が

ら
前
進
す
る
子
た
つ
ま
き
は
予
想
し
な
い
方
向
か
ら
、
家
屋
に
向
か
っ
て
突
進
す
る
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の
で
、
ど
の
方
向
か
ら
来
る
の
か
分
か
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
窓
を
聞
け
て
気
圧
を

均
一
に
し
、
我
が
家
を
守
ろ
う
と
し
て
も
、
ど
の
方
向
の
窓
を
あ
け
た
ら
良
い
の
か

分
か
ら
な
い
。
今
で
は
『
た
つ
ま
き
の
来
る
前
に
窓
を
開
け
る
様
に
」
と
指
示
し
て

い
た
気
象
台
が
、
反
対
に
「
窓
を
あ
け
な
い
様
に
」
と
対
策
を
変
更
し
た
。

3 

た
つ
ま
き
の
写
真
を
集
め
て
距
離
と
大
き
さ
の
三
角
測
量

渡
米
し
て
四
年
目
の
一
九
五
七
年
（
昭
三
ニ
｝
に
、
ノ
1
ス
・
ダ
コ
タ
州
の
プ
ア

1
ゴ
市
に
、
強
い
た
つ
ま
き
が
起
こ
り
、
土
地
の
人
が
ま

O
枚
以
上
の
写
真
を
写
し

て
い
る
こ
と
を
エ
ュ
！
ス
で
聞
い
た
。
そ
の
後
、
バ
イ
ヤ
ー
ス
教
授
が
「
君
独
特
の

方
法
で
、
そ
の
た
つ
ま
き
を
調
査
し
ま
せ
ん
か
」
と
首
っ
た
。
私
は
興
味
半
分
、

「
や
っ
て
み
・ま
す
」
と
答
え
た
も
の
の
、
た
つ
ま
き
調
査
は
生
ま
れ
で
は
じ
め
て
、

『
出
来
る
だ
ろ
う
か
』
と
心
配
し
な
が
ら
フ
ァ
l
ゴ
市
に
出
張
し
た
．

到
着
後
、
市
内
の
テ
レ
ビ
局
に
行
っ
て
、
先
ず
自
己
紹
介
。
つ
づ
い
て
鯛
査
目
的

を
話
す
と
、
夕
方
の
放
送
で
『
シ
カ
ゴ
大
学
か
ら
、
た
つ
ま
き
の
専
門
家
の
藤
田
博
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0 I 2 3 4 5 6 7 KILOMETERS 

6図 市民が写した、たつまきの写真 19 7 

枚の撮影位置とたつまきの方向を組み合わ

せて決定した、プア｝ゴたつまきの経路。

たつまきは19 5 7年 6月20日18時2

7分に氏の酉に着地、 19時35分西の北

京で消えたo
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士
が
調
査
に
来
て
い
る
の
で
、
市
民
は
彼
に
協
力
し
て
資
料
を
提
供
し
て
下
さ
い
」

と
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
翌
日
、
箇
会
で
き
た
撮
影
者
は
僅
か
五
名
。
お
と
づ
れ
た
撮

影
現
場
が
六
ケ
所
だ
け
。
こ
の
調
子
で
は
、
鯛
査
終
了
ま
で
何
日
か
か
る
か
分
か
ら

な
い
。
少
々
心
配
し
は
じ
め
た
。
調
査
が
は
か
ど
ら
な
い
理
由
は
「
私
の
下
手
な
英

語
で
は
な
か
っ
た
。
一
人
の
市
民
に
会
う
と
、
ま
も
な
く
多
数
の
人
が
集
ま
り
、
た

つ
ま
き
の
専
門
家
（
で
は
な
い
）
私
に
、
た
つ
ま
き
の
事
の
質
問
が
始
ま
り
、
答
え

て
も
、
答
え
て
も
質
問
が
果
て
し
な
く
つ
づ
く
か
ら
で
あ
っ
た
。

で
も
結
果
的
に
は
う
ま
く
い
き
、
や
が
て
私
の
存
在
が
全
市
に
伝
わ
っ
て
、
市
民

が
協
力
、
フ
ァ

1
ゴ
市
の
そ
の
周
辺
五
三
箇
所
で
写
し
た
、
た
つ
ま
き
の
生
々
し
い

写
真
が
一
九
七
枚
入
手
で
き
た
。

そ
れ
を
シ
カ
ゴ
大
学
に
持
ち
帰
っ
て
、
写
真
を
写
し
た
位
置
と
カ
メ
ラ
の
方
向
を

霊
砲
に
決
定
。
三
角
測
量
の
方
法
を
使
っ
て
、
市
を
横
切
っ
た
、
た
つ
ま
き
の
経
路

図
を
作
成
し
た
（
六
図
参
照
）
。
フ
ァ
！
ゴ
市
の
テ
レ
ビ
局
と
、
新
聞
社
に
提
供
，

バ
イ
ヤ
ー
ス
教
授
に
報
告
し
た
j

教
授
は
「
私
は
目
本
の
藤
但
を
発
見
し
て
、
ア
メ

リ
カ
に
招
待
し
た
事
を
何
よ
り
も
誇
り
に
思
う
』
と
非
常
に
喜
ん
で
下
さ
っ
た
．
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実
は
フ
ア
？
ゴ
市
の
た
つ
ま
き
が
起
こ
る
前
に
こ
個
九
後
に
、
も
う
三
個
司
合
計

五
個
の
た
つ
ま
き
が
、
次
々
に
発
生
し
て
い
た
〈
七
図
V

。
最
初
の
た
つ
ま
き
は
、

六
月
三

O
日
の
一
六
時
三

O
分
に
起
と
り
、
最
後
の
た
つ
ま
き
が
ニ

O
時
二
息
分
に

消
滅
し
た
の
で
、
五
個
の
た
つ
ま
き
が
、
三
時
間
四
玄
分
の
聞
に
、
ほ
ぽ
四
五
分
間

隔
で
次
々
に
発
生
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
．

で
は
、
一
体
何
が
そ
の
た
つ
ま
き
を
生
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
？
生
み
の
親
は
雲
に

違
い
な
い
か
ら
、
そ
の
雲
を
『
た
つ
ま
き
の
親
祭
」
と
呼
ぴ
、
フ
ア

1
ゴ
市
に
接
近

中
の
親
雲
の
位
置
を
、
写
真
に
よ
る
三
角
測
量
で
決
定
し
た
（
人
図
）
。
親
雲
は
、

東
西
方
向
の
、
国
道
十
号
線
に
沿
っ
て
、
そ
の
北
側
を
、
時
速
三
十
キ
ロ
の
ゆ
っ
く

り
し
た
速
さ
で
東
へ
進
ん
で
い
た
。

国
道
一

O
号
線
を
走
る
事
か
ら
見
た
親
雲
の
上
部
は
、
ゆ
っ
く
り
と
渦
巻
い
て
お

り
、
親
黛
の
下
部
で
は
、
不
気
味
な
低
い
震
が
回
転
し
い
て
、
親
雲
全
体
が
、
巨
大

な
た
つ
ま
き
の
よ
う
に
見
え
た
。
こ
ん
な
雲
が
フ
ア

1
ゴ
市
の
上
空
を
通
過
し
た
ら

何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
。
一

O
号
線
上
を
フ
ァ
！
ゴ
市
の
方
向
に
走
っ
て
い
た
、

数
台
の
車
は
、
時
速
一

0
0
キ
ロ
に
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
、
震
を
追
い
越
し
て
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5盟主主主三一

MINNESOTA 

一一いしいい
J
一一：

崎
7図 ファーゴたつまきは親雲が生んだ5個

のたつまきの第3番目であった。

’s 

、？
‘寸

lrぽi

8図 写真の三角測量で決定した、 5分ごと
の親雲の位置、ファーゴたつまきは、親裳

の中心の500m南に着地した。

• 7 ...’LεS 
F』,.-J”0 KILOM（τ（RS 
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/,-::/' 
' 2グ／

9図（上）ファーゴ市の西 12 km｛と接近中

の親雲。たつまきが発生する 12分前。

（下） 1 9時 10分、四番目のたつまきが着

地したときの親雲、それi主回転する雷雲で

近くでは魯が降り雷雨があった。
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7
7
1ゴ
市
に
到
着
、
市
は
た
だ
ち
に
「
た
つ
ま
き
響
報
」
を
だ
し
た
。

や
が
て
、
プ
ァ

l
ゴ
市
の
西
に
、
親
雲
が
接
近
。
一
八
時
二
五
分
（
九
図
）
、
巨

大
な
、
渦
巻
き
状
の
雲
が
、
ブ
ア

i
ゴ
市
の
酋
一
八
キ
ロ
に
達
し
た
。
そ
の
一
二
分

後、
．
親
雲
の
中
心
の
豆
百
メ
ー
ト
ル
南
に
、
強
カ
な
た
つ
主
き
が
着
地
（
タ
ッ
チ
ダ

ウ
ン
〉
し
あ
っ
と
言
う
間
に
数
十
一
戸
の
民
家
を
吹
き
飛
ば
し
た
。

そ
の
後
た
つ
ま
き
は
住
宅
街
を
横
切
っ
て
、
北
東
に
進
み
、
中
心
が
親
裳
の
北
側

へ
と
移
動
し
、
た
つ
ま
き
は
親
雲
に
取
り
残
さ
れ
て
、
一
時
停
止
。

ロ
l
ト
雲
は
や
せ
細
っ
て
、
蛇
か
ロ
！
プ
の
形
に
変
わ
り
、
や
が
て
畑
の
中
で
消

え
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
時
、
親
雲
は
、
た
つ
ま
き
を
残
し
て
、
五
キ
ロ
以
上
も
東
に
去
り
、
た
つ
ま

き
と
親
雲
が
、
か
細
い
ロ

l
プ
で
結
ぼ
れ
て
い
る
の
が
写
真
に
写
っ
て
い
て
印
象
的

で
あ
っ
た
．
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4 

回
転
雷
雲
を
三
台
の
飛
行
機
で
追
跡
す
る

一
九
五
七
年
に
、
私
が
書
い
た
、
フ
ァ
l
ゴ
た
つ
ま
き
と
そ
の
親
雲
の
写
真
測
量

の
論
文
は
、
学
会
と
一
一
般
市
民
の
反
響
を
呼
ぴ
、
人
々
が
回
転
雷
雲
に
興
味
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
。
私
の
論
文
は
こ
九

O
枚
の
写
真
入
り
で
六
七
頁
。
一
九
六

O
年
一

二
月
に
、
政
府
印
刷
局
が
三
千
部
印
刷
し
て
、
一
部
四
主
セ
ン
ト
で
発
売
し
た
。

や
が
て
ブ
ア
l
ゴ
市
民
か
ら
の
注
文
が
殺
到
。
す
ぐ
売
り
切
れ
た
が
、
再
販
し
な

か
っ
た
の
で
、
必
要
な
人
の
手
に
入
ら
な
か
っ
た
。
私
は
ニ

O
部
も
ら
っ
た
が
、
授

業
に
使
っ
て
残
り
ゼ
ロ
．
二
部
四
ド
ル
五
十
セ
ン
ト
で
発
売
す
れ
ば
良
か
っ
た
の

に
」
と
陰
の
声
。

一
九
六
一
年
の
春
、
ア
メ
リ
カ
気
象
局
の
援
助
を
得
て
、
回
転
雷
雲
の
定
体
を
調

べ
る
研
究
許
薗
を
立
て
、
私
が
フ
ラ
イ
ト
・
デ
レ
ク
タ
！
（
飛
行
指
令
者
〉
と
な
っ

た
。
使
用
L
た
三
台
の
飛
行
機
は
次
の
通
り
で
、
ど
の
飛
行
機
に
も
気
象
観
測
用
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
デ
ー
タ
記
録
装
置
が
付
い
て
い
る
。
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B
－

5
7
機

D
c
・6
機

B
－

2
6
機

雲
頂
高
度
〈
一
万
二
千
メ
ー
ト
ル
）

中
間
高
度
｛
五
千
メ
ー
ト
ル
）
指
令
機

雲
低
高
度
（
一
千
メ
ー
ト
ル
〉

私
は
指
令
機
で
、
中
間
高
度
を
飛
ぴ
、
で
き
る
だ
け
早
く
、
回
転
雷
舞
の
卵
を
発

見
し
、
一
一
一
台
の
飛
行
機
を
同
時
に
、
卵
の
上
空
、
周
辺
、
と
嚢
底
に
集
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、
眠
れ
な
い
夜
が
あ
り
、
「
果
た
し
て
そ
ん
な
こ
と

が
出
来
る
か
」
と
心
配
し
た
が
、
円
イ
エ
ス
」
と
言
っ
た
以
上
、
も
う
引
っ
込
み
が

つ
か
な
い
。

一
九
六
一
年
の
四
月
、
私
と
、
観
測
機
三
台
の
乗
務
員
は
、
オ
ク
ラ
ホ

1
マ
市
の

ホ
テ
ル
に
待
機
し
、
色
々
と
気
象
状
況
を
調
査
し
た
後
、
四
月
二
一
日
に
観
測
を
行

う
こ
と
に
し
た
。
一
四
時
四
五
分
、
オ
ク
ラ
ホ
l
マ
市
の
空
港
を
、
指
令
機
が
離
陸
。

北
東
に
飛
行
し
て
、
観
測
高
度
、
主
千
メ
ー
ト
ル
に
遣
し
た
後
、
問
じ
場
所
を
旋
回

し
な
が
ら
、
チ
ャ
ン
ス
を
待
ち
、
私
は
回
転
雷
雲
の
卵
を
さ
が
し
求
め
た
．
や
が
て
、
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1 0図 1 9 6 1年 4月21目、私がアメリ

カ気象局のDc・6から写した回転醤雲の航
空写真。撮影位置・・北緯37度57分、

酋経95度 24分、高度50 0 0米、時刻

1 7時49分、方向東北東、 19 9 6年現

在、回転雷雲のこれ以外の写真はまだ写さ
れていない。

46 



機
の
北
東
こ
0
0
キ
ロ
に
見
え
る
塞
が
突
然
発
達
し
、
雲
頂
に
カ
ナ
ト
ヨ
雲
が
現
れ

た
の
で
「
そ
の
案
が
あ
や
し
い
」
と
直
感
。
た
だ
ち
に
、
三
台
の
飛
行
機
が
、
そ
の

雲
に
向
か
っ
て
直
行
す
る
よ
う
に
指
令
し
た
。
そ
の
時
刻
は
一
五
時
四
五
分
。
指
令

機
は
、
四
つ
に
プ
ロ
ペ
ラ
の
回
転
を
早
め
、
北
東
へ
飛
行
し
、
一
六
時
五
分
に
、
目

的
の
雲
に
近
づ
い
て
、
察
の
中
心
部
を
一
周
。
そ
の
時
、
大
豆
大
の
ヒ
ョ
ウ
が
、
窓

ガ
ラ
ス
に
当
た
り
、
も
の
す
ご
い
音
が
し
た
。
ガ
ラ
ス
が
割
れ
な
い
様
に
と
心
配
し

た
の
も
、
僅
か
五
秒
間
。
機
は
雲
の
外
に
出
て
一
安
心
。
そ
の
後
、
一
六
時
四
五
分

か
ら
、
雲
の
外
側
を
一
周
し
、
一
時
間
後
に
元
の
位
置
に
戻
っ
て
み
る
と
、
雲
の
様

子
が
全
く
変
わ
り
、
回
転
雷
雲
の
卵
と
思
っ
て
い
た
そ
の
雲
が
、
美
し
い
回
転
雷
雲

に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
た
。

私
は
、
生
ま
れ
て
何
度
目
の
興
奮
だ
っ
た
か
知
ら
な
い
が
、
喜
び
を
隠
し
き
れ
ず
、

大
声
で
怒
鳴
っ
た
。
「
一
生
に
一
度
と
思
っ
て
よ
く
み
て
下
さ
い
。
左
側
に
見
え
る

の
が
待
ち
に
待
っ
た
回
転
雷
雲
で
す
』
と
（
第
十
図
〉
。
や
が
て
、
十
数
人
の
柴
員

が
、
食
い
入
る
様
に
左
の
窓
に
集
中
。
「
オ
！
イ
、
飛
行
機
の
左
側
が
重
く
な
っ
た

ぞ
』
と
い
っ
て
大
笑
い
。
機
は
そ
の
ま
ま
の
方
向
に
飛
行
し
な
が
ら
、
美
心
い
雲
に
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別
れ
を
告
げ
、
十
八
時
五
分
、
指
令
機
は
急
角
度
で
右
旋
回
を
し
、

空
を
通
過
し
て
、
オ
ク
ラ
ホ

1
マ
市
の
飛
行
場
に
帰
っ
た
。

5 

陥
没
し
て
い
た
親
雲
の
頂
上

タ
ル
サ
市
の
上

「
ジ
ェ
ッ
ト
機
か
ら
、
た
つ
ま
き
発
生
中
の
親
雲
を
見
下
す
」
は
じ
め
か
ら
、
こ

の
計
画
は
無
謀
で
、
成
功
す
る
可
能
性
は
、
非
常
に
少
な
い
と
思
っ
た
。
で
も
私
は

親
雲
の
頂
上
が
、
た
つ
ま
き
発
生
時
に
、
ど
ん
な
形
を
し
て
い
る
の
か
を
、
知
り
た

か
っ
た
。
使
用
す
る
機
種
は
、
六
人
乗
り
の
リ
ア
・
ジ
ェ
ッ
ト
と
決
め
た
が
、
飛
べ

る
最
高
高
度
は
一
万
四
千
メ
ー
ト
ル
で
低
い
。

そ
の
高
度
で
は
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
起
こ
る
、
た
つ
ま
き
の
親
雲
は
、
高
す
ぎ

て
見
下
せ
な
い
。
均
較
的
低
い
冬
の
親
雲
な
ら
、
見
下
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
残
念

な
が
ら
冬
の
た
つ
ま
き
は
、
メ
キ
シ
コ
湾
岸
の
誇
州
に
し
か
起
こ
ら
ず
、
発
生
数
も

非
常
に
少
な
い
。
無
謀
で
、
高
価
な
註
簡
は
ス
ト
ッ
プ
す
べ
き
だ
と
、
何
度
も
考
え

寵
し
た
。
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や
が
て
一
九
七
七
年
の
冬
は
終
わ
り
に
近
づ
目き
、
早
乏
し
な
い
と
、
来
年
待
ち
に

な
っ
て
し
ま
う
、
幸
い
、
天
の
助
け
か
、
雲
の
助
け
か
0
・二
月
三
三
日
に
、
冬
の
た

つ
ま
き
が
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
に
起
こ
り
そ
う
な
気
圧
配
置
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
こ

の
冬
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
だ
、
「
決
行
し
よ
う
」
。
昼
過
ぎ
、
シ
カ
ゴ
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ

イ
空
港
か
ら
、
私
の
研
究
室
の
助
手
三
人
を
連
れ
て
、
私
の
リ
ア
・
ジ
ェ
ッ
ト
は
出

発
し
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
の
方
向
へ
飛
行
し
た
。
メ
ン
プ
イ
ス
市
の
上
空
か
ら
、
ジ
ャ

ク
ソ
ン
気
象
台
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
大
き
く
左
旋
回
を
始
め
た
。
や
が
て
気
象
台

の
レ
ー
ダ
ー
に
、
回
転
雷
雲
ら
し
い
エ
コ
ー
が
見
え
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
の
で
、

ジ
ェ
ッ
ト
機
の
高
度
を
一
万
四
千
メ
ー
ト
ル
に
上
げ
、
レ
ー
ダ
ー
に
写
っ
て
い
る
雲

に
向
か
っ
て
直
行
し
た
。

私
の
飛
行
経
路
を
、
同
縮
尺
の
日
本
地
図
に
描
く
た
め
、
東
京
が
シ
カ
ゴ
、
鹿
児

島
気
象
台
が
ジ
ャ
ク
ソ
ン
気
象
台
、
た
つ
ま
き
の
親
雲
の
位
置
が
宮
崎
市
で
あ
る
と

仮
定
し
よ
う
。
そ
の
日
本
地
図
の
上
で
、
私
の
リ
ア
・
ジ
ェ
ッ
ト
は
、
疋
午
過
ぎ
に

東
京
を
出
発
。
名
古
屋
、
大
阪
、
広
島
の
上
空
を
飛
ん
で
熊
本
上
空
へ
。
そ
の
後
天

草
上
空
を
南
下
し
な
が
ら
、
鹿
児
島
気
象
台
に
連
絡
。
鹿
児
島
県
の
海
岸
を
半
周
し
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全笠E竺

1 1図 19 7 7年2月23日 15時9分

に1万4千メ｝トノレを飛行中のリア・ジェ

ットから写した、たつまきの親雲の頂上。

頂上には大きなトーム状の雲があると思っ

ていたががその反対に雲頂は大きく陥没し

ていた。この雲の下にはF3のたつまきが

あったo
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て
、
宮
崎
市
の
上
空
へ
飛
ぴ
、
そ
こ
で
た
つ
ま
き
の
親
祭
を
見
つ
け
た
こ
と
に
な
る

想
像
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
一
万
四
千
メ
ー
ト
ル
の
高
度
か
ら
見
下
ろ
し
た
、
親

雲
の
頂
上
は
、
大
き
く
陥
没
し
て
い
た
こ
一
図
）
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
気
象
台
に
入
っ

た
報
告
に
よ
る
と
、
ジ
ェ
ッ
ト
機
か
ら
見
下
ろ
し
た
時
刻
、
－
五
時
九
分
に
は
雲
の

下
に
、
藤
田
ス
ケ
ー
ル

3
の
た
つ
ま
き
が
あ
り
、
一
五
キ
ロ
一
進
ん
で
消
滅
、
第
三
の

た
つ
ま
き
は
一
五
時
五
＋
分
に
タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
し
て
そ
の
ス
ケ
ー
ル
は
4
、
日
本
に

は
起
こ
っ
た
こ
と
の
無
い
ほ
ど
強
力
な
た
つ
ま
き
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
ジ
ェ
ッ
ト
機
は
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
空
港
に
着
陸
。
私
は
空
港
に
あ
る
ジ
ャ
ク

ソ
ン
気
象
台
に
立
ち
寄
り
、
発
生
し
た
た
つ
ま
き
の
事
情
を
聞
い
た
。
気
象
台
の
職

員
が
「
シ
カ
ゴ
か
ら
ジ
ェ
ッ
ト
機
で
来
て
、
た
つ
ま
き
の
親
震
を
見
下
ろ
し
た
後
、

日
帰
り
す
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
』
と
。
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6 

た
つ
哀
き
被
害
絢
査
の
思
い
出

一
九
六
五
年
か
ら
、
九
一
年
ま
で
の
こ
六
年
間
に
、
私
の
強
風
研
究
室
で
調
査
し

た
た
つ
ま
き
の
数
は
三
O
O以
上
。
ア
メ
リ
カ
の
南
は
メ
キ
シ
コ
国
境
、
北
は
南
部

カ
ナ
ダ
主
で
の
広
大
な
地
域
だ
っ
た
。

地
上
か
ら
も
、
被
害
地
を
重
点
的
に
訪
れ
、
中
で
も
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
ポ
シ
ャ

i

市
で
は
、
小
学
校
が
吹
飛
ん
だ
。
重
さ
三

0
0キ
ロ
の
鉄
の
ア
イ
ピ

1
ム
が
、
民
家

の
裏
庭
に
突
き
さ
さ
っ
て
い
た
。
ア
ペ
イ
博
士
と
私
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
み
た
が
、
一

セ
ン
チ
も
動
か
ず
、
び
く
と
も
し
な
い
a

彼
は
足
が
長
い
の
で
、
う
ま
く
ぶ
ら
下
が

れ
た
が
、
足
の
短
い
私
は
だ
め
ご
＝
図
）
。
色
々
な
研
究
者
と
、
調
査
後
夕
食
を

と
も
に
し
、
話
し
合
っ
た
の
が
楽
し
か
っ
た
。
又
、
一
九
七
八
年
に
は
、
大
き
な
た

つ
ま
き
の
つ
い
た
バ

l
ス
デ
イ
ケ
！
キ
を
飾
っ
て
私
の
誕
生
日
を
祝
っ
て
い
た
だ
い

た
e
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1 3図 私の58才のパースディパ｝ティー

左Prof.McDonaldと右Dr.RobertAbbey 
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第
一
二
寧

航
空
機
を
吹
き
落
と
す
風
を
発
見

1 

不
思
議
な
強
風
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト

54 

一
九
七
五
年
六
月
三
四
日
の
午
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
ケ
ネ
デ
ィ
国
際
空
港
に

は
、
世
界
各
地
か
ら
の
飛
行
機
が
、
二
、
三
分
毎
に
、
次
々
と
着
陸
し
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
一
五
時
五
五
分
に
着
陸
し
た
飛
行
機
が
、
「
弱
い
横
風
を
受
け
た
。
』
と

報
告
。
そ
の
二
分
後
、
次
の
飛
行
機
が
、
秒
速
二
五
メ
ー
ト
ル
の
強
い
横
風
の
中
で

か
ろ
う
じ
て
着
陸
。
そ
れ
に
続
い
て
若
陵
中
の
ジ
ェ
ッ
ト
機
は
、
突
然
－
お
き
た
下
降

気
流
に
押
さ
れ
て
、
地
上
三

0
メ
ー
ト
ル
ま
で
降
下
。
着
陸
を
あ
き
ら
め
て
、
他
の

飛
行
場
に
飛
び
去
り
、
か
ろ
う
じ
て
事
故
を
ま
ぬ
か
れ
た
。



無
線
で
そ
の
変
な
風
を
知
っ
た
次
の
二
機
は
、
『
何
が
起
こ
る
か
。
」
と
心
配
し

な
が
ら
、
着
陸
態
勢
に
入
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
ニ
機
は
、
向
か
い
風
が
多
少
弱

ま
っ
た
だ
け
で
、
平
常
通
り
着
陸
。
数
分
前
ま
で
吹
い
て
い
た
、
原
因
不
明
の
風
は
、

す
で
に
終
わ
っ
た
も
の
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の
三
分
後
、
イ
！
只
タ
ン
航
空
の
七
二

七
型
が
、
同
じ
滑
走
路
へ
着
陸
し
始
め
た
。
で
も
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
、
不
思
議
な
風
の

虜
に
な
っ
て
い
る
と
は
夢
に
も
恩
は
な
か
っ
た
。
先
ず
、
地
上
一
五

0
メ
ー
ト
ル
の

世
間
さ
で
、
向
か
い
風
が
強
ま
り
、
機
が
少
し
ば
か
り
上
昇
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
何
の

不
思
議
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
一
五
秒
後
に
、
突
然
、
強
い
下
降
気
流
の
中
に
突
入

し
、
あ
っ
と
言
う
間
に
高
度
一
が
下
が
り
、
二

O
秒
後
に
は
、
自
の
前
に
見
え
て
い
る

滑
走
路
の
手
前
で
地
面
に
激
突
。
死
傷
者
一
二
五
人
の
火
事
故
が
起
き
た
。

そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
政
府
関
係
者
が
調
査
し
た
結
果
、
事
故
の
原
因
は
パ
イ
ロ
ッ

ト
の
ミ
ス
ら
し
い
と
い
う
事
に
な
っ
た
。
イ
ー
ス
タ
ン
航
空
が
そ
の
結
論
に
反
対
し
、

マ
イ
ア
ミ
の
本
社
か
ら
私
に
電
話
が
あ
り
、
「
航
空
安
全
部
の
ホ
！
マ
！
・
マ
ウ
ザ

ン
氏
を
、
シ
カ
ゴ
大
学
に
派
遣
す
る
の
で
事
情
を
聞
い
て
ほ
し
い
。
」
と
依
頼
さ
れ

た
。
私
は
そ
の
風
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
風
の
調
査
に
同
意
し
た
。

55 



事
故
機
が
残
し
た
記
録
を
、
航
空
気
象
学
的
に
調
・ペ
た
結
果
、

『
事
故
の
原
因
は
単

な
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
エ
ラ
ー
で
は
な
く
、
飛
行
機
を
落
と
し
た
の
は
、
雷
雲
か
ら
下

降
し
て
き
て
、
地
面
に
激
突
し
、
放
射
状
に
広
が
っ
た
強
風
ら
し
い
。
』
と
推
定
。

そ
こ
で
思
い
出
し
た
の
は
、
私
が
一
九
四
五
年
に
、
長
崎
の
原
爆
被
害
を
調
査
し
た

と
き
に
見
た
、
放
射
状
に
倒
れ
て
い
た
無
数
の
木
。
木
を
倒
し
た
爆
風
は
、
原
爆
か

ら
下
降
し
た
圧
力
波
が
、
地
面
に
ぶ
つ
つ
か
っ
て
反
射
。
直
下
点
か
ら
放
射
状
に
広

が
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

当
時
、
気
象
学
の
文
献
に
は
無
か
っ
た
が
、
強
く
て
、
ま
と
ま
っ
た
下
降
流
が
、

地
面
に
激
突
す
れ
ば
、
そ
の
直
下
点
か
ら
放
射
状
に
吹
き
出
す
強
風
が
、
突
然
発
生

す
る
答
。
私
が
予
想
し
た
そ
の
新
型
強
風
を
、
下
向
き
（
ダ
ウ
ン
）
と
爆
発
的
に
広

が
る
（
バ
ー
ス
ト
）
を
組
み
合
わ
せ
て
、
『
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
』
と
呼
ぶ
こ
と
に
し

た
。
私
の
考
え
と
新
穏
に
多
数
の
・航
空
関
係
者
が
賛
成
。
イ
ー
ス
タ
ン
航
空
の
経
費

で
一
九
七
六
年
三
月
に
六
千
部
、
九
月
に
追
加
印
刷
し
て
、
計
一
万
部
の
論
文
を
配

布
し
た
。

ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
の
発
見
が
、
航
空
安
全
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
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れ
、
一
九
七
七
年
九
月
、
カ
ナ
ダ
の
オ
タ
ワ
で
開
か
れ
た
、
航
空
安
全
国
際
会
議
で

ア
ド
ミ
ラ
ル
・
ル
イ
ス
・
デ
・
プ
ロ
レ
ス
賞
と
特
別
賞
の
二
つ
を
同
時
に
受
賞
。
私

は
洋
服
、
妻
は
和
服
で
出
席
し
、
関
係
者
の
祝
福
を
受
け
た
。

一
方
、
一
部
の
気
象
学
者
は
「
藤
田
の
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
は
面
白
い
が
、
観
測
に

よ
る
実
証
が
な
い
の
で
、
ま
だ
質
成
で
き
な
い
。
」
と
主
張
。
私
も
「
な
る
ほ
ど
そ

の
通
り
、
本
式
に
近
代
測
器
を
使
っ
て
観
測
し
よ
う
。
」
と
決
心
。
三
つ
の
観
測
計

画
と
研
究
を
一
二
年
か
か
っ
て
実
行
し
、
不
思
議
な
風
の
実
体
を
究
明
し
た
。

一
九
七
八
年
（
ニ
ム
ロ
ッ
ド
）
イ
リ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ

ド
ッ
プ
ヲ
！
レ
ー
ダ
ー
三
台
、
風
向
風
速
計
二
七
基

一
九
八
二
年
（
ジ
ヨ
ウ
ズ
）
コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー

ド
ッ
プ
ラ
！
レ
ー
ダ
ー
三
台
、
風
向
風
速
計
二
七
基

一
九
八
六
年
（
ミ
ス
ト
）
ア
ラ
パ
マ
州
ハ
ン
ツ
ピ
！
ル

ド
ッ
プ
ヲ

i

レ
ー
ダ
ー
五
台
、
風
向
風
速
計
八

O
基
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2 

セ
ス
ナ
機
で
低
空
飛
行
を
し
て
ダ
ワ
ン
バ
ー
ス
ト
の
爪
跡
を
探
す
。

広
い
ア
メ
リ
カ
に
発
生
し
た
、
．
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
の
数
、
強
さ
、
分
布
を
知
る
た

め
に
は
放
射
状
に
倒
れ
て
い
る
森
の
木
を
探
す
必
要
が
あ
る
。
自
動
車
は
そ
の
目
的

に
は
あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
。
特
に
森
林
地
帯
で
は
、
車
か
ら
見
え
る
範
囲
は
限
ら

れ
て
い
る
の
で
、
森
の
中
に
何
が
起
こ
っ
た
か
を
知
る
に
は
、
上
空
か
ら
見
下
ろ
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
低
空
飛
行
が
出
来
る
セ
ス
ナ
機
か
ら
航
空
写
真
を
撮
る

こ
と
に
し
、
研
究
室
の
助
手
と
学
生
、
約
一

O
人
を
個
別
に
セ
ス
ナ
に
同
乗
さ
せ
、

飛
行
機
に
酔
わ
な
い
で
、
航
空
写
真
が
写
せ
る
か
ど
う
か
テ
ス
ト
し
た
。
そ
の
結
果

は
直
線
と
水
平
飛
行
は
全
員
が
パ
ス
。
翼
を
傾
け
て
急
旋
回
す
る
と
、
ま
も
な
く
酔

っ
て
し
ま
っ
て
フ
ラ
フ
ヲ
。
パ
ス
し
た
の
は
三
人
だ
け
だ
っ
た
。
幸
い
、
私
は
今
ま

で
小
型
機
に
酔
っ
た
事
が
無
く
、
陣
頭
指
揮
が
出
来
た
。

一
九
七
七
年
七
月
四
日
、
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
北
部
の
森
林
地
帯
に
強
風
の
被
害
が

あ
っ
た
が
、
「
そ
の
風
は
た
つ
ま
き
で
な
く
、
ダ
・
ワ
ン
バ
ー
ス
ト
ら
し
い
。
』
と
の
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連
絡
が
あ
っ
た
。
・
早
速
セ
ス
ナ
機
で
シ
カ
ゴ
を
出
発
。
現
地
の
上
空
を
人

0
0メ
ー

ト
ル
の
高
度
で
旋
回
し
た
が
、
放
射
状
の
被
害
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
給
油
と
昼

食
を
す
束
せ
て
、
今
度
は
高
度
を
三

0
0メ
ー
ト
ル
に
下
げ
、
飛
行
速
度
を
落
と
し

て
、
文
字
ど
お
り
自
を
皿
の
よ
う
に
し
て
森
の
木
を
見
つ
め
た
。
突
然
現
れ
た
の
が
、

放
射
状
の
爪
跡
。
約
一

O
O本
の
木
が
放
射
状
に
倒
れ
て
お
り
、
推
定
し
た
最
大
風

速
は
秒
速
六

0
メ
ー
ト
ル
。
ど
の
木
も
、
根
の
付
い
た
ま
ま
吹
き
倒
さ
れ
て
い
た

（
一
図
）
。
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
第
一
号
が
見
つ
か
っ
て
か
ら
は
、
放
射
状
の
被
害
が

苧
蔓
式
に
見
え
始
め
た
。
森
か
ら
森
へ
と
飛
行
し
て
、
合
計
二
五
個
の
ダ
ウ
ン
バ
ー

ス
ト
が
、
四
国
の
ほ
ぼ
半
分
の
地
域
に
起
こ
っ
て
い
た
。
そ
の
広
大
な
森
林
を
一
日

半
で
調
べ
ら
れ
た
の
は
、
飛
行
機
の
お
か
げ
e

車
で
は
と
う
て
い
出
来
な
い
ス
ピ
ー

ド
で
あ
っ
た
。

次
の
課
題
は
、
弱
い
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
の
爪
跡
を
探
す
こ
と
。
そ
の
目
的
で
、
ア

メ
リ
カ
の
中
西
部
に
広
が
る
、
広
大
な
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
を
利
用
し
た
。
一
九
七
七

年
九
月
三

O
目
、
イ
ン
ヂ
ィ
ア
ナ
州
の
畑
に
被
害
が
あ
っ
た
と
の
情
報
を
得
、
三

0

0
メ
ー
ト
ル
以
下
の
高
度
か
ら
多
数
の
航
空
写
真
を
写
し
た
．
そ
の
と
き
パ
イ
ロ
ツ
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1図 1 9 7・ 7年7月4目、アメリカの独立

記念日にウィスコンシン州に起こったダウ

ンパースト。この近く四国の半分くらいの

地域に合計25個のダウンパ｝ストが見つ

かった。
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2図 1 9 7 7年9月30日インディアナ州

のトウモロコシ畑にあったダウンバースト

の爪跡e トウモロコシは森の木より風に弱

いので‘比較的弱いダウンパーストの跡が

残る。この近くで14個のダウンパースト
を見つ時？と。
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ト
が
「
前
方
を
よ
く
見
て
飛
ば
な
い
と
高
圧
線
が
多
く
て
危
な
い
』
と
言
っ
た
。

ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
の
被
害
に
気
を
取
ら
れ
て
、
あ
ま
り
に
も
低
空
飛
行
を
し
た
の

で
、
時
に
は
高
圧
線
の
鉄
塔
の
す
ぐ
横
を
、
新
幹
線
並
の
速
さ
で
飛
行
し
、
ヒ
ヤ
ッ

と
し
た
事
が
あ
っ
た
。
で
も
高
圧
線
の
下
を
飛
ん
だ
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。

か
な
り
の
危
険
を
冒
し
な
が
ら
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
で
見
つ
け
た
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト

は
一
四
個
。
そ
の
一
つ
一
つ
に
、
放
射
状
に
広
が
っ
た
風
の
跡
が
残
っ
て
い
た

〈
二
図
）
。

こ
の
様
に
、
森
の
中
や
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
に
残
さ
れ
た
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
か
ら

推
定
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
全
土
に
は
、
年
平
均
、
数
百
個
の
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
が
発

生
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
数
は
、
ア
メ
リ
カ
の
た
つ
ま
き
並
で
、
非
常
に
多

く
、
強
さ
も
大
き
さ
も
千
差
万
別
。

そ
の
割
に
、
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
に
よ
る
航
空
事
故
が
少
な
い
の
は
、
航
空
機
が
ダ

ウ
ン
バ
ー
ス
ト
の
中
心
付
近
を
飛
ん
で
離
着
陸
す
る
確
率
が
小
さ
い
か
ら
だ
と
思
わ

れ
る
。
又
、
群
発
す
る
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
の
発
生
時
に
は
強
い
雨
や
種
が
ふ
り
、
大

部
分
の
航
空
機
は
、
悪
天
候
の
終
わ
る
ま
で
、
離
着
陸
し
な
い
で
待
っ
て
い
る
。
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3 

ド
プ
ラ
！

レ
ー
ダ
ー
で
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
の
探
知
に
成
功

パ
ト
カ
ー
が
道
路
に
横
か
ら
、
こ
っ
そ
り
と
、
車
の
速
さ
を
測
定
し
、
違
反
者
を

捕
ま
え
る
。
パ
ト
カ
ー
は
マ
イ
ク
ロ
波
を
発
射
し
、
車
か
、
り
の
反
射
波
を
受
信
。
車

が
パ
ト
カ
ー
に
接
近
し
て
い
る
と
、
反
射
波
の
波
長
が
短
く
な
り
、
遠
ざ
か
っ
て
い

る
と
逆
に
長
く
な
る
。
そ
れ
が
ド
プ
ラ
！
効
果
で
、
パ
ト
カ
ー
や
気
象
局
が
利
用
し

て
、
車
や
風
の
速
さ
を
測
定
す
る
。

気
象
用
の
ド
プ
ラ

l

レ
ー
ダ
ー
は
波
長
数
セ
ン
チ
か
ら
一

0
セ
ン
チ
の
マ
イ
ク

ロ
波
を
使
い
、
反
射
体
は
雨
浦
、
昆
虫
、
ほ
こ
り
等
で
、
非
常
に
小
さ
く
、
風
と
と

も
に
動
く
、
つ
ま
り
、
小
さ
い
反
射
体
の
速
度
を
測
れ
ば
、
風
速
が
わ
か
る
＠
又
雨

滴
や
昆
虫
か
ら
の
反
射
波
を
強
め
る
た
め
に
、
気
象
レ
ー
ダ
ー
は
、
強
カ
な
マ
イ
ク

ロ
波
を
、
大
き
な
ア
ン
テ
ナ
を
使
っ
て
発
射
す
る
。

一
九
七
八
年
、
五
月
一
九
日
か
ら
七
月
一
日
ま
で
の
四
三
目
問
、
シ
カ
ゴ
で
行
っ

た
、
ニ
ム
ロ
ツ
ド
観
測
計
簡
で
は
、
三
基
の
ド
プ
ラ

i

レ
ー
ダ
ー
の
－
基
を
、
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3図 19 7 8年NI MR  0 D (Northern 
Illinois Meteorological Research On 

Downburst）観測許画のためオヘア国際窓港

内に設置したドプラーレーダー。

1 9 8 2年はJAW  S、又19 8 6年に
はMI s T観測計画を行ってダウンパース
トのE体を明らかにした。
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オ
へ
ア
国
際
空
港
の
滑
走
路
の
近
く
に
、
（
三
図
）
、
他
の
二
基
は
、
シ
カ
ゴ
の
百

と
南
西
の
郊
外
に
設
置
し
た
。
私
は
、
西
の
郊
外
の
司
令
所
ま
で
、
六
五
キ
ロ
ド
ラ

イ
ブ
し
て
毎
朝
出
動
。
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
を
起
こ
し
そ
う
な
雲
を
待
ち
に
待
っ
た
。

残
念
な
が
ら
最
初
の
一

0
日
間
は
全
く
期
待
は
ず
れ
。
青
空
を
見
上
げ
て
泣
き
た
く

な
る
日
が
続
い
た
。

一
O
回
目
の
五
月
二
九
日
も
、
日
中
に
は
何
も
起
こ
ら
ず
、
た
そ
が
れ
に
な
っ
て
、

や
か
ま
し
く
さ
え
ず
っ
て
い
た
小
鳥
の
声
が
や
み
、
夜
の
と
ば
り
が
下
り
た
の
で
、

レ
ー
ダ
ー
を
点
検
し
て
引
き
上
げ
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の
と
き
、
突
如
稲
妻
が

光
り
、
南
西
か
ら
接
近
中
の
帰
国
雲
を
照
ら
し
た
。
直
ち
に
全
員
が
配
置
に
つ
い
て
、

発
電
機
が
け
た
た
ま
し
い
音
を
た
て
、
ド
プ
ヲ

1

レ
ー
ダ
ー
が
測
定
開
始
、
時
刻

は
こ
一
時
三
六
分
。
察
ま
で
の
距
離
は
七
キ
ロ
、
震
の
直
径
は
五
キ
ロ
で
、
雷
雲
，と

し
て
は
小
人
級
。
私
と
レ
ー
ダ
ー
主
任
の
ジ
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
氏
は
ご
』
ん
な
小
さ

い
雲
が
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
の
強
風
を
起
こ
す
と
は
思
え
な
い
。
」
と
首
を
か
し
げ
、

顔
を
見
合
わ
せ
た
。

や
が
て
ド
プ
ラ
！
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レ
ー
ダ
ー
に
風
速
の
分
布
が
あ
ら
わ
れ
、
地
上
ニ

O
Oメ
i



ト
ル
の
高
さ
で
秒
速
二
一
メ
ー
ト
ル
．
お
ど
ろ
い
た
こ
と
に
A

地
上
七
0
メ
ー
ト
ル

で
は
秒
速
三
一
メ
ー
ト
ル
と
台
風
並
の
局
地
風
が
発
生
し
た
。
こ
の
測
定
に
よ
っ

て
、
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
の
風
は
飛
行
機
の
高
度
が
下
が
っ
て
、
着
陸
寸
前
に
強
ま
る

死
の
風
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
た
。
観
測
計
画
に
参
加
し
た
我
々
は
、
一
九

七
八
年
五
月
一
一
九
日
を
「
ド
プ
ラ
！
レ
ー
ダ
ー
で
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
を
探
知
し
た

記
念
日
」
と
し
て
記
録
に
残
し
た
。
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4 

マ
イ
ク
ロ
パ

1
ス
と
と
マ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト

一
九
七
八
年
五
月
二
九
日
、
ド
プ
ラ
！
レ
ー
ダ
ー
で
探
知
し
た
風
は
、
間
違
い

な
く
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
風
を
地
図
上
に
プ
ロ
ッ
ト

し
て
み
る
と
ベ
風
の
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
す
ぎ
る
。
そ
の
風
で
は
、
ワ
イ
ス
コ
ン
シ
ン

の
森
や
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
の
畑
で
見
た
よ
う
な
被
害
は
起
こ
り
得
な
い
。
放
射
状
の

被
害
を
起
こ
し
た
風
は
、
ス
ケ
ー
ル
が
小
さ
く
、
わ
ず
か
数
分
間
吹
い
た
よ
う
に
恩



わ
れ
る
の
で
、
私
は
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
を
、

ト
に
分
類
す
る
こ
と
に
し
た
。

DOWNBURST  

民
同
白
岡

O
回
匂
伺
白
J
司

マ
イ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト

直
径
数
キ
ロ
以
下

短
命
で
数
分
以
下

最
高
風
、
秒
速
八

0
メ
ー
ト
ル

放
射
線
状
の
被
害

レ
ー
ダ
ー
で
探
知
困
難

航
空
機
事
故
多
し

「
ポ
！
ン
・
サ
ア
』
現
象

マ
イ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト
と
マ
ク
ロ
パ
！
ス

区
h
p
o
伺

O
回
匂
何
回
時

マ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト

直
径
数
キ
ロ
以
上

長
命
で
数
分
以
上

最
高
風
、
秒
速
四

0
メ
ー
ト
ル

車
線
状
の
被
害

レ
ー
ダ
ー
で
探
知
容
易

航
空
機
事
故
少
な
し

下
降
流
が
地
面
で
発
散
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4図l9 7 8年7月21日CliffordMurino 

博士の車でコロラド州をドライブ中にダウン

ノ〈ーストらしい砂ほこりを見、車を止めて

1 6時30分にこの写真を写し、 2分後には

マイクロパ｝ストの砂媛は消えた。
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私
は
念
願
と
し
て
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト
の
下
降
流
が
、
地
一
聞
に
激
突
す
る
実
況

を
見
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
残
念
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
南
部
や
東
部
で
は
、
日
本

と
同
様
。
雲
底
が
低
い
の
で
、
雲
の
下
で
何
が
お
こ
っ
て
い
る
の
か
、
遠
く
か
ら
見

て
も
分
か
ら
な
い
。
一
方
、
ア
メ
リ
カ
の
西
部
で
は
、
震
底
の
高
さ
が
三
千
米
も
あ

る
の
で
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト
の
風
の
動
き
が
遠
く
か
ら
見
え
る
は
ず
。

一
九
七
八
年
七
月
二
七
日
、
私
は
、
友
人
の
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
ミ
ユ
リ
ノ
博
士
の

車
で
コ
ロ
ラ
ド
州
の
平
原
を
北
進
し
て
い
た
。
そ
の
と
き
、
突
然
雲
の
下
か
ら
小
裂

で
強
い
下
降
流
が
地
面
に
激
突
し
た
ら
し
く
、
砂
煙
り
が
舞
い
上
が
り
、
直
ち
に
前

方
と
後
方
、
つ
ま
り
外
側
に
向
か
っ
て
急
速
に
広
が
り
、
そ
の
わ
ず
か
二
分
後
に
は

下
降
流
も
砂
煙
り
も
弱
ま
り
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト
ら
し
い
水
平
風
が
ゆ
っ
く
り
と

広
が
る
の
が
見
え
た
（
四
図
）
。

私
の
見
た
強
い
印
象
で
は
、
下
降
流
の
下
端
に
は
、
急
速
に
降
下
す
る
安
気
の
塊

が
あ
り
、
そ
れ
は
地
面
に
向
か
っ
て
『
ボ
！
ン
』
と
落
ち
て
き
て
、
地
面
の
直
上
で

「
サ
ア
』
と
広
が
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト
の
頭
は
、
健
か
数
分

の
う
ち
に
、
水
平
に
広
が
る
円
板
と
な
り
、
風
は
弱
ま
る
。
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マ
イ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト
が
「
ボ

1
ン
・
サ
ア
」
と
広
が
る
過
程
の
そ
デ
ル
実
験
を
、

高
速
写
真
（
一
秒
五
O
O
コ
マ
）
で
写
し
て
み
た
。
地
面
に
は
数
百
の
穴
が
作
つ
で

あ
り
、
そ
の
穴
か
ら
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
の
燥
が
絶
え
ず
上
昇
す
る
。
上
に
は
大
き
な

ド
ラ
イ
ア
イ
ス
の
潟
が
あ
り
、
下
の
円
形
の
穴
を
開
く
と
冷
た
い
空
気
が
下
降
流
と

な
っ
て
下
り
て
く
る
。

数
秒
の
う
ち
に
、
下
降
流
の
下
端
に
玉
か
頭
の
様
な
安
気
の
塊
が
で
き
、
そ
の
下

部
は
円
形
で
ス
ム
ー
ス
。
そ
の
形
が
流
線
型
に
近
い
た
め
、
下
降
測
度
が
非
常
に
速

く
、
周
り
の
空
気
を
押
し
の
け
て
進
み
、
通
過
後
に
後
流
が
見
え
る
。

や
が
て
、
空
気
の
塊
が
着
地
す
る
と
（
七
図
）
、
そ
れ
は
瞬
間
に
パ
ン
ケ
！
キ
の

様
な
円
板
に
変
わ
り
（
八
図
）
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
の
煙
は
、
円
板
の
縁
に
立
ち
上
り

な
が
ら
上
昇
し
、
見
事
な
ケ
ー
キ
状
の
リ
ン
グ
渦
が
発
生
す
る
。

そ
の
過
程
を
高
速
写
真
に
と
り
、
断
片
画
像
を
並
ペ
て
み
る
と
マ
イ
ク
ロ
バ
ー
ス

ト
発
生
の
模
様
が
、
手
に
と
る
様
に
見
え
る
（
九
図
〉
。

た
ば
こ
の
煙
の
リ
ン
グ
渦
の
よ
う
に
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト
の
リ
ン
グ
渦
も
非
常
に

安
定
し
て
い
る
。
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5図 上の穴からドライアイスで冷やした空

気を下ろす。空気の下端がボール状になる。

6図 下降してきた頭がまず地上のドライア

イスの煙を押し下げる。
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7図 下降流の頭が着地。

8図 下降流が平板となって広がる。
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9図 下降中の空気の頭と数秒後に出来たリ
ング渦。渦はT度ケーキのような形をして
いて急速に広がりマイクロパーストとなる。
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出血t J駐
1 0図 高速写真機でとったマイクロパース

トの断層写真。リング渦の断面が美しい。
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5 

マ
イ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト
を
上
か
ら
下
八
縦
切
り
す
る

一
九
七
八
年
五
月
二
九
日
、
シ
カ
ゴ
郊
外
の
ド
プ
ラ
！
レ
ー
ダ
ー
で
、
ダ
ウ
ン

バ
ー
ス
ト
の
探
知
に
成
功
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
測
定
し
た
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
は
、

マ
ク
ロ
（
大
き
い
）
バ
ー
ス
ト
で
、
マ
イ
ク
ロ
｛
小
さ
い
）
バ
ー
ス
ト
で
は
な
か
っ

た
。
地
上
七

O
米
の
高
度
で
探
知
し
た
、
台
風
並
の
風
、
秒
速
三
一
メ
ー
ト
ル
は
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト
に
し
て
は
弱
く
、
強
い
マ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト
の
風
で
あ
っ
た
。

ド
プ
ラ

1

レ
ー
ダ
ー
の
ア
ン
テ
ナ
は
、
雲
を
輪
切
り
に
す
る
た
め
に
使
う
事
が

非
常
に
多
い
。
そ
の
た
め
、
ア
ン
テ
ナ
は
回
転
す
る
垂
直
軸
に
、
水
平
方
向
を
向
け

て
取
り
付
け
て
あ
る
。
垂
直
軸
を
回
転
す
る
と
、
ア
ン
テ
ナ
が
発
射
す
る
マ
イ
ク
ロ

波
は
、
水
平
方
向
の
雨
演
に
あ
た
り
、
雲
を
輪
切
り
す
る
。
ま
た
、
ア
ン
テ
ナ
の
方

向
を
、
必
要
に
応
じ
て
上
下
に
傾
け
れ
ば
、
雲
を
色
々
な
高
さ
で
輪
切
りF
で
き
る
。

シ
カ
ゴ
郊
外
で
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
の
風
を
測
定
し
た
時
は
、
ア
ン
テ
ナ
の
傾
き
を
変

え
地
上
七

0
メ
ー
ト
ル
と
ニ

0
0メ
ー
ト
ル
の
高
さ
で
輪
切
り
し
た
．
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シ
カ
ゴ
の
観
測
許
簡
の
四
年
後
、
一
九
八
二
年
に
コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー
で
ジ
ヨ

ウ
ズ
観
測
許
画
を
行
っ
た
の
で
、
今
度
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト
の
縦
切
り
を
し
よ

う
と
恩
っ
て
い
た
。
観
測
場
所
は
空
気
が
き
れ
い
で
乾
い
て
お
．り
、
雲
底
が
高
く
速

く
ま
で
よ
く
見
え
る
。
国
立
大
気
研
究
所
（
N
C
A
R
）
が
ド
プ
ラ
l

レ
ー
ダ
ー

三
台
と
風
速
許
二
七
基
を
提
供
、
所
長
の
ロ
パ

l
ド
・
セ
ラ
フ
イ
ン
博
士
の
絶
大
な

後
援
を
受
け
た
。
観
、測
計
画
の
主
任
研
究
者
、
私
と
ジ
ョ
ン
・
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
博
士

と
ジ
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
氏
の
一
二
人
で
あ
っ
た
。

観
測
中
の
六
月
一
二
自
の
午
後
、
私
は
レ
ー
ダ
ー
司
令
所
の
横
に
立
っ
て
、
南
側

の
雲
を
見
つ
め
て
い
た
。
そ
の
時
突
然
、
地
上
四
キ
ロ
の
雲
底
か
ら
、
マ
イ
ク
ロ
バ

ー
ス
ト
ら
し
い
裳
が
下
が
っ
て
き
た
。
レ
ー
ダ
ー
は
そ
の
雲
の
方
向
を
横
切
り
し
て

い
た
の
で
、
「
レ
ー
ダ
ー
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト
の
映
像
が
映
っ
て
入
る
だ
ろ
う
』

と
尋
ね
た
ら
『
ノ
！
、
そ
れ
ら
し
き
も
の
は
見
え
な
い
」
と
の
返
事
。
「
ア
ン
テ
ナ

を
垂
直
方
向
に
動
か
し
て
縦
切
り
に
す
る
よ
う
に
」
と
変
更
を
依
頼
。
数
分
後
に
ア

ン
テ
ナ
が
上
下
に
動
き
は
じ
め
、
一
四
時
一
三
分
に
、
私
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
中
の

維
も
見
た
こ
と
の
な
い
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト
の
垂
直
断
面
が
レ
ー
ダ
ー
に
現
れ
た
。
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1 1図 世界で初めてとったマイクロパー

ストの縦切り写真、切った方向は上から
1 9 2。194° 196°(193° が
マイクロパーストの中心を切る）
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私
は
直
ち
に
、
縦
切
り
す
る
方
向
を
左
か
ら
右
へ
と
、
少
し
ず
つ
動
か
し
て
、
三

枚
の
縦
切
り
写
真
を
撮
っ
た
（
一
一
図
）
，

こ
の
写
真
は
白
黒
だ
が
、
ド
プ
ラ

i

レ
ー
ダ
ー
の
写
真
は
カ
ラ
1
．
カ
ラ

i
写

真
は
、
私
の
英
語
で
書
い
た
著
書
に
出
し
て
あ
る
。

こ
の
写
真
の
大
き
さ
は
、
左
右
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
上
下
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト
の
下
降
流
の
長
さ
は
雲
底
下
約
四
千
メ
ー
ト
ル
。
幅
は
三

0
0

メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
ま
た
地
面
か
ら
吹
き
上
げ
ら
れ
た
砂
煙
り
の
寵
径
は
八

0
0

メ
ー
ト
ル
。

直
下
点
に
森
が
あ
れ
ば
、
森
の
木
が
放
射
状
に
倒
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
様
に
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト
は
、
小
さ
く
て
強
力
だ
か
ら
、
そ
の
直
下
点
付
近

を
通
過
し
て
飛
行
機
が
離
着
陸
す
る
こ
と
は
、
全
く
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
落
下
点
か
数
百
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
場
所
で
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
次
第
で
、
魔
の
風

を
乗
り
切
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト
を
早
く
発
見
し
て
、
危
険
な
風
の
中
へ

入
ら
な
い
様
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

78 



6 

小
型
機
で
マ
イ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト
に
突
入
す
る

私
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト
の
縦
切
り
写
真
を
見
て
思
っ
た
。
『
一
生
に
一
度
だ
け

で
い
い
か
ら
、
そ
の
下
降
流
の
中
に
、
飛
行
機
で
突
入
し
て
み
た
い
」
と
。
早
速
ワ

イ
オ
ミ
ン
グ
大
学
の
キ
ン
グ
エ
ア
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
・
ワ
エ
イ
ン
・
サ
ン
ド
氏
に
私

の
許
商
を
打
ち
明
け
た
ら
｛
無
茶
だ
ね
。
で
も
そ
ん
な
飛
行
は
、
一
生
に
二
度
は
無

理
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
度
な
ら
可
能
さ
。
君
が
同
乗
し
て
、
定
確
に
、
突
入
高
度

と
方
向
を
決
め
、
突
入
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
飛
行
機
に
ま
か
せ
て
く
れ
〕
と
の
返
事
で
、

還
を
天
に
ま
か
せ
る
と
は
言
わ
な
か
っ
た
。
私
は
大
き
な
事
ぴ
を
感
じ
、
そ
の
晩
は
、

う
れ
し
さ
で
眠
れ
な
か
っ
た
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト
に
突
入
す
る
た
め
に
は
、
下
降
流
「
ボ

l
ン
」
と
地
上
の
強

風
「
サ
ア
』
に
つ
い
て
知
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
翌
日
、
六
月
一
四
日
の
午
後
、
二

人
で
着
地
の
現
象
を
見
よ
う
と
、
キ
ン
グ
エ
ア
機
で
、
デ
ン
バ
ー
市
の
北
京
の
荒
れ

地
上
空
勺
約
一
時
間
後
の
二
止
時
四
分
骨
機
の
右
側
に
、
見
事
な
砂
煙
り
が
リ
ン
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1 2図 19 8 2年6月12日15時4分、

キングエア機から撮った砂煙b
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グ
状
に
広
が
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
こ
二
図
〉
。

私
は
大
急
ぎ
で
、
数
枚
の
写
真
を
撮
り
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
「
右
に
急
旋
回
し
て
、

砂
煙
り
の
中
心
の
上
を
、
五

0
0メ
ー
ト
ル
の
高
度
で
飛
ん
で
み
よ
う
。
下
降
流
は

一
す
で
に
、
地
面
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
の
で
、
危
険
は
な
い
よ
う
に
思
う
」
と
言
う
と

「
オ
ー
ケ
イ
」
と
急
角
度
で
旋
回
。
四
五
秒
後
に
は
、
下
降
流
の
中
心
に
入
り
、
秒

速
八
メ
ー
ト
ル
の
下
降
流
を
測
定
し
た
。
「
な
ん
だ
こ
れ
だ
け
か
」
と
二
人
は
顔
を

見
合
わ
せ
た
。
こ
の
事
実
で
、
分
か
る
よ
う
に
、
下
降
す
る
「
ボ

i
y
」
は
わ
ず
か

二
、
三
分
で
終
わ
り
、
地
上
の
風
が
「
サ
ア
』
と
砂
煙
を
あ
げ
て
広
が
っ
て
い
る
直

上
を
飛
ん
で
も
、
全
く
安
全
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
約
一
ヶ
月
後
の
七
月
一
六
日
。
待
ち
に
待
っ
た
突
入
の
日
が
や
っ
て
き

た。・
そ
の
日
の
午
後
、
大
蟻
喰
い
の
口
先
の
形
を
し
た
雲
が
次
々
と
現
れ
、
そ
の
先
端

が
突
然
降
下
す
る
と
、
ロ
に
相
当
す
る
部
分
か
ら
、
績
の
形
を
し
た
震
が
急
降
下
し
、

あ
た
か
も
聾
星
の
頭
部
が
尾
を
引
い
て
、
急
降
下
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

私
の
突
入
し
た
い
の
は
、
尾
で
な
く
顕
で
あ
る
e

も
ち
ろ
ん
、
何
が
起
こ
る
か
分

81 



1 3図 1 9 8 2年7月16日突入した下降
気流の頭。

82 



か
ら
な
い
の
で
、
万
一
吹
務
さ
れ
て
も
、
高
度
を
回
復
出
来
る
よ
う
に
、
地
上
三
五

0
0
メ
ー
ト
ル
を
、
水
平
飛
行
し
な
が
ら
、
大
蟻
喰
い
雲
に
接
近
し
、
頭
の
よ
う
な

塊
が
現
れ
る
の
を
待
っ
た
。

そ
の
直
後
、
目
の
前
に
、
高
速
で
落
下
す
る
『
頭
」
が
出
現
。
キ
ン
グ
エ
ア
機
は

そ
の
頭
に
突
入
し
た
ご
三
図
）
。
突
入
前
ま
で
は
、
何
が
起
こ
る
か
と
心
配
レ
吃
が
、

機
が
ガ
タ
ガ
夕
、
ミ
シ
ミ
シ
と
音
を
立
て
な
が
ら
、
矯
れ
た
程
度
で
、
測
定
し
た
下

降
流
は
、
秒
速
一
三
メ
ー
ト
ル
。
比
較
的
弱
い
「
ボ
！
ン
』
だ
っ
た
と
思
う
が
、
し

ば
ら
く
し
て
下
を
見
る
と
、
地
面
か
ら
砂
煙
が
『
サ
ア
」
と
、
放
射
状
に
舞
い
上
が

っ
て
い
る
の
が
見
え
た
。

こ
の
様
に
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト
の
『
ボ
！
ン
・
サ
ア
』
現
象
は
、
急
に
起
こ
っ

て
、
僅
か
数
分
で
弱
ま
る
強
風
を
発
生
さ
せ
、
奇
の
測
定
を
阜
く
終
了
し
な
い
と
、

危
険
な
風
は
終
わ
っ
て
し
ま
う
。

83 



7 

日
本
人
が
参
加
し
、
タ
ー
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
で
親
震
を
追
う

強
い
た
つ
ま
き
の
親
雲
が
回
転
雷
雲
で
あ
る
よ
う
に
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト
を
発

生
さ
せ
る
震
に
も
何
か
特
徴
が
あ
る
は
ず
だ
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
強

い
マ
イ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト
は
稀
に
し
か
起
こ
ら
な
い
し
、
起
こ
っ
て
も
、
強
風
は
僅
か

数
分
で
、
弱
っ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
現
象
を
飛
行
機
で
傑
し
求
め
て
、
至
近
距
離
か

ら
観
測
す
る
計
画
は
夢
物
語
か
も
知
れ
な
い
。
で
も
私
は
存
復
す
る
筈
の
親
雲
を
見

つ
け
た
か
っ
た
の
で
、
ア
メ
リ
カ
気
象
局
が
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
調
査
、
研
究
に
使
う
、

タ
ー
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
（

p

・3
型
V

を
借
り
る
こ
と
に
し
、
一
九
八
六
年
の
夏
、
ア
ラ

パ
マ
州
の
ハ
ン
ツ
ピ
！
ル
飛
行
場
か
ら
出
発
す
る
こ
と
に
決
定
。

そ
の
当
時
の
日
本
で
は
、
健
か
な
学
者
し
か
、
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
を
知
ら
ず
、
中

に
は
、
日
本
に
は
そ
ん
な
風
は
無
い
と
思
っ
て
い
る
人
も
あ
っ
た
。
こ
の
際
、
日
本

か
ら
学
者
を
招
待
し
、
母
国
に
ダ
ウ
ジ
バ
ー
ス
ト
の
実
体
を
知
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
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た
が
、
「
親
雲
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
ら
、
ど
う
し
主
す
』
と
心
配
し
て
く
れ
る
友

人
も
あ
っ
た
し
、
私
に
も
見
つ
け
る
自
信
は
な
か
っ
た
。
そ
と
で
私
は
、
日
本
航
空

の
運
航
部
の
小
野
寺
三
朗
氏
に
相
談
。
彼
は
日
本
航
空
、
私
は
ア
メ
リ
カ
気
象
局
の

許
可
を
取
っ
て
、
彼
の
渡
米
が
確
定
し
、
私
は
ハ
ン
ツ
ピ

l
ル
市
で
彼
と
合
流
し
た
。

そ
れ
は
一
九
八
六
年
の
ミ
ス
ト
観
測
計
画
の
時
で
、
ア
メ
リ
カ
圏
内
の
学
者
が
多

数
集
ま
っ
て
い
た
。

七
月
二

O
日
を
観
測
日
と
決
め
、
昼
過
ぎ
に
ハ
ン
ツ
ピ

T
ル
空
港
を
南
に
向
か
っ

て
離
陸
。
乗
務
員
以
外
で

p
・3
に
乗
っ
て
い
る
人
は
私
と
小
野
幸
氏
だ
け
で
あ
っ

た
。
機
は
五
千
メ
ー
ト
ル
の
高
度
で
南
下
、
パ

l
ミ
ン
ガ
ム
市
の
近
く
を
旋
回
し
な

が
ら
待
っ
た
。
や
が
て
一
四
時
頃
、
北
の
地
平
線
で
小
さ
い
積
震
が
発
達
し
始
め
、

ド
プ
ラ
i

レ
ー
ダ
ー
に
も
発
途
中
の
雲
が
う
つ
っ
た
。
私
は
そ
の
雲
を
コ
ッ
ク
ピ

ッ
ト
か
ら
注
視
し
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
告
げ
た
。
「
機
首
を
そ
の
震
に
向
け
、
全
速
で

接
近
す
る
よ
う
に
」
と
．
小
野
寺
氏
と
私
が
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
か
ら
見
て
い
る
う
ち
に
、

繁
頂
が
急
上
昇
し
、
一
四
時
一
二
分
に
は
、
高
さ
二
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
雲
頂
が
平

た
く
な
り
は
じ
め
た
。
そ
れ
は
雲
頂
が
成
層
圏
に
遺
し
た
た
め
で
あ
っ
た
，
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そ
の
三
分
後
の
一
四
時
・一
五
分
、
今
ま
で
見
た
こ
と
も
ー
ま
た
聞
い
た
こ
と
も
な

い
珍
し
い
現
象
が
、
自
の
前
に
出
現
（
一
四
図
）
。
小
野
寺
氏
、
も
私
も
目
を
見
張
っ

た
。
驚
い
た
こ
と
に
、
雲
．の
上
半
分
が
上
昇
し
て
い
る
の
に
、
下
半
分
が
急
に
下
降

し
は
じ
め
、
雲
の
中
部
が
、
約
五

0
0
0メ
ー
ト
ル
の
高
度
で
、
く
び
れ
て
細
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
後
で
ド
プ
ラ

i

レ
ー
ダ
ー
の
画
像
を
調
べ
る
と
、
雲
の
下
部
に

は
、
ヒ
；
混
じ
り
の
大
き
な
水
滴
が
集
ま
り
、
そ
の
重
み
で
雨
一
秒
速
一
七
メ
ー

ト
ル
で
落
下
し
て
い
た
。
そ
れ
に
引
き
ず
・ら
れ
て
、
雲
の
下
部
が
急
に
下
が
り
、
雲

の
く
び
れ
現
象
が
現
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
時
、
ア
メ
リ
カ
の
静
止
気
象
衛
星
が
、

く
び
れ
雲
を
上
か
ら
見
た
写
真
を
写
し
て
い
た
。
（
一
主
図
）
。
雲
は
私
が
書
き
加

え
た
直
径
一

0
0キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
円
内
に
す
っ
ぽ
り
入
る
位
の
大
き
さ
で
思
っ
た

よ
り
小
さ
か
っ
た
。
そ
れ
よ
り
も
大
き
い
雲
が
近
く
に
い
く
ら
で
も
見
え
た
。
つ
ま

り
衛
星
写
真
だ
け
で
は
判
別
で
き
な
い
穆
の
小
さ
な
雲
が
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト
の

親
震
で
あ
っ
た
。
ハ
ン
ツ
ピ
！
ル
に
着
陸
後
、
く
ぴ
れ
雲
の
直
下
点
付
近
を
車
で

調
査
。
そ
こ
に
は
、
放
射
状
の
強
風
の
跡
が
生
々
し
く
残
り
、
農
道
が
雨
で
洗
わ
れ
、
．

大
き
な
紫
に
は
ヒ
ョ
ウ
に
打
た
れ
た
無
数
の
穴
が
残
っ
て
い
た
．
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14図 19 8 2年7月20日14時 l5分
親雲がくぴれ現象を起こし、その時震の直

下点に強力なマイクロパーストが発生して

いた。日航の小野寺氏と私が， P3機のコ

ックピyトから撮影。
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1 5図 1 4時25分静止気象衛星が写した

くぴれ雲の写真、雲のまわりの円は葺径
1 0 0 k mで親震は小さい曾裳だった。
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8 

日
本
で
も
増
加
中
の
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト

一
九
七
五
年
六
月
二
四
日
、
エ
ュ

l
ヨ
ー
ク
の
ケ
ネ
デ
ィ
空
港
で
起
き
た
事
故
を

調
査
、
私
が
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
を
発
見
公
表
す
る
ま
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ダ
ウ
ン
バ

ー
ス
ト
の
数
は
「
ゼ
ロ
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
を
、
マ
イ
ク
ロ

バ
ー
ス
ト
と
マ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト
に
分
類
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト
が
、
航
空
事
故
を
起

こ
し
、
又
放
射
状
の
被
害
を
起
こ
す
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
後
、
約
二

O
年
の
間

に
、
次
・の
三
つ
の
方
法
で
、
合
許
五
六

O
個
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト
を
確
認
し
た
。

方
法
1

方
法
2

方
法
3

自
記
記
録
と
ド
プ
ラ
！
レ
ー
ダ
ー
に
よ
る
調
査
（
二
三
六
個
）

航
空
機
の
事
故
調
査
ご
＝
件
）

航
空
写
真
に
よ
る
被
害
調
査
会
ご
ニ
個
）

私
の
調
査
し
た
目
本
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト
は
数
個
あ
る
が
、
来
発
表
の
マ
イ
ク
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l 6図 1 9 9 1年9月27日、台風19号

の中で大分県の山林中に発生したマイクロ

パーストの被害。上が北、この航空写真の

大きさは東西33 0 tn、南北360m、推定

7千～8千本の杉の木が倒れている。
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ロ
バ
ー
ス
ト
は
、
台
風
一
九
号
が
九
州
に
上
陸
し
た
、
一
九
九
一
年
の
九
月
二
七
日

大
分
県
に
発
生
し
た
も
の
。
そ
れ
は
、
大
分
県
が
森
林
の
被
害
を
調
査
す
る
た
め
に

写
し
た
、
多
数
の
航
空
写
真
を
私
の
研
究
室
で
拡
大
し
て
判
明
し
た
。
位
置
は
、
北

緯
三
三
度
二
七
分
、
東
経
一
F

－
二
度
七
分
。
大
分
県
山
園
町
柚
ノ
木
の
東
北
、
標
高

七
0
0メ
ー
ト
ル
の
山
林
の
中
。
七
千
か
ら
八
千
本
の
杉
の
木
が
、
放
射
状
に
押
し

倒
さ
れ
て
い
た
こ
六
図
）
。

こ
の
例
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
航
空
写
真
を
利
用
す
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
多
数
の
マ

イ
ク
ロ
バ
ー
ス
ト
の
爪
跡
が
確
認
さ
れ
る
と
思
う
。

ア
メ
リ
カ
は
広
い
の
で
、
私
は
飛
行
機
を
利
用
し
て
色
々
な
事
実
を
苑
見
し
又
確

認
し
た
。
日
本
の
面
積
は
ア
メ
リ
カ
よ
り
小
さ
い
が
、
山
や
森
が
多
い
。

今
後
、
飛
行
機
を
利
用
し
て
新
し
い
強
風
を
発
見
し
て
頂
き
た
い
と
思
う
。
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藤田の研究費：自棒は19 9 5年のドル
に直したもの、又黒棒はその玄ま0

4 1年間の総額は19 9 5年ドルで

2.7 3 0万6000ドル。
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略
歴

ふ
じ
た
・
て
つ
や
一
九
二

O
年
北
九
州
小
倉
に
生
ま
れ
、

科
卒
業
後
、
九
州
工
大
物
理
助
教
授
。

明
治
専
門
学
校
機
械
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一
九
五
三
年
東
京
大
学
よ
り
理
学
博
士
。
論
文
題
目
「
台
風
の
解
析
的
研
究
」
．

同
年
シ
カ
ゴ
大
学
に
招
聴
さ
れ
て
強
風
研
究
室
室
長
。
副
教
授
か
ら
五
教
授
。

チ
ャ
！
ル
ス
・
メ
リ
ヤ
ム
特
別
貢
献
教
授
。
一
九
九

O
年
に
七

O
才
で
定
年
。
シ
カ

ゴ
大
学
特
貢
名
誉
教
授
．
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『
日
本
政
府
』
一
九
九
一
年
勲
二
等
瑞
宝
賞
、
九
二
年
交
通
文
化
賞
『
日
本
気

象
学
会
』
九

O
年
藤
原
賞
、
五
九
年
岡
田
賞
『
ア
メ
リ
カ
気
象
学
会
』
六
七
年
マ

イ
シ
ン
ガ
ー
賞
、
八
八
年
応
用
気
象
学
会
賞
『
フ
ラ
ン
ス
航
空
ア
カ
デ
ミ
ー
』
八
九

年
パ

1
メ
イ
ル
金
メ
ダ
ル
『
ア
メ
リ
カ
航
空
宇
宙
学
会
』
八
二
年
ロ
l
シ
！
大
気
科

学
賞
『
ア
メ
リ
カ
商
務
省
』
八
五
年
気
象
衛
皐
二
五
周
年
記
念
メ
ダ
ル
同
ア
メ
リ
カ

航
空
宇
宙
局
N
A
S
A
』
七
九
年
特
別
賞
献
メ
ダ
ル
『
ア
メ
リ
カ
航
空
安
全
財
団
』

七
七
年
ル
イ
ス
・
デ
・
プ
ロ
レ
ス
賞
、
七
七
年
航
空
安
全
貢
献
賞
『
ア
メ
リ
カ
気
象

協
会
』
七
八
年
応
用
気
象
学
賞
『
九
州
工
業
大
学
』
六
五
年
嘉
村
賞
『
小
倉
中
学
園

一
九
三
九
年
理
科
賞
『
他
三
貧
困
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